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古町花街地区の良好な景観形成の取組について 1

資料１

Ｒ
７
年
度

地元関係者への説明
（住⺠説明会）

2

都市計画審議会（意見聴取）

パブリックコメント

特別区域指定に向けたスケジュール（案）

景観審議会（諮問）

市議会（条例改正）

景観計画、景観条例、
屋外広告物条例施行規則施行

Ｒ
８
年
度

本日の審議会の後、
パブリックコメントを実施予定

景観審議会

(済)

(本日)



3

改正する計画・条例

資料
No主な改正・変更事項計画・条例

資料2
資料3

・特別区域の方針、区域範囲、
景観形成基準、屋外広告物の制限に
関する事項を定める

新潟市景観計画

資料4・古町花街地区の届出対象行為等を規定新潟市景観条例
・施行規則

資料5
・古町花街地区で許可申請が必要となる
広告物等の規模を規定

・各特別区域の規格基準の表現の見直し
新潟市屋外広告物
条例施行規則

4

前回審議会からの主な修正事項

備考修正事項項目

軽微な行為を届出不要に修正届出対象行為①

前回審議会を
受けて修正基調色の明度をN9.0→N8.5に修正建築物・工作物

の色彩基準②

住⺠説明会を
受けて修正考え方を再整理して修正建築物の高さ・

壁面位置の基準③

前回審議会を
受けて修正

新たに基準を追加特定屋内広告物
の基準④

伝統的に使用される色を使用でき
る色彩の範囲等の修正

暖簾・提灯
の色彩基準等⑤



5

景観形成の方針（案）

①伝統的花街として歴史的な風情を感じる景観

②【新道沿い】
細街路に建物が建ち並ぶ景観を保全し、芸妓の似合う景観

③【東堀・⻄堀・古町通り沿い】
花街の趣きを感じつつ、活気ある景観

④オーセンティシティ（本物）を重視した景観

⑤【道路空間】
歴史的なまちなみと調和した質の高い景観

前回から修正なし

6

対象区域（案）

100 100ｍ

対象区域

新道ゾーン

東堀・⻄堀・古町通ゾーン

特に重点的に景観形成を図る

エリア全域で風情の醸成を図る

6

（新道の道路中心線より20mの範囲）

前回から修正なし



7

届出対象行為（案）

東堀・⻄堀・古町通ゾーン新道ゾーン届出対象
行為

新築、増築、改築、移転

建築物
工作物

道路から見える
外観の修繕、模様替え、
色彩変更
ただし、変更部分10㎡未満を除く

道路から見える
外観の修繕、模様替え、
色彩変更
ただし、変更部分が特定屋内
広告物のみの場合を除く

道路から見える植栽、伐採木竹

※特別区域施行時、すでにある建築物・工作物・木竹は、すぐに基準を適合しない
また、外観の変更を生じない補修行為などは適用しない

赤字：前回から修正【景観法に基づく行為の届出】

軽微なものは
届出不要とする

特定屋内広告物のみの変更
（1㎡以内の軽微なもの）

は届出不要とする

8

許可申請対象行為（案）

東堀・⻄堀・古町通ゾーン新道ゾーン許可申請
対象

１営業所等につき
・合計10㎡を超えるもの
・合計５個を超えるもの

１営業所等につき
・合計１㎡を超えるもの
・合計５個を超えるもの

簡易
広告物
以外

自
家
用 １営業所等につき

合計10個を超えるもの
簡易
広告物

1団の土地又は1物件につき
・合計10㎡を超えるもの
・合計２個を超えるもの

1団の土地又は1物件につき
・合計１㎡を超えるもの
・合計２個を超えるもの

管理用
広告物

※特別区域施行時、すでにある屋外広告物等は、すぐに基準を適合しない
また、既に受けている許可の更新や屋外広告物等の軽微な変更等は原則適用しない

前回から修正なし【屋外広告物条例に基づく許可申請】



9

建築物・工作物の色彩基準（案）

基調色：N9.0以下→N8.5以下とすべきでは
（漆くいなど部分的な使用は適用除外でもいいのでは）

前回審議会
でのご意見

小壁に使用される
漆くい（白色）

10

建築物・工作物の色彩基準（案）

１

９

７

５

３

８

６

４

２

9.5明
度

Ｎ １ ３２ ４ ８ 10６ 1412 彩度
【⻩赤系】 １

９

７

５

３

８

６

４

２

9.5明
度

Ｎ １ ３２ ４ ８ 10６ 1412 彩度
【⻩赤系以外】

全域東堀・⻄堀・古町通ゾーン新道ゾーン外壁や柱
等の色彩 アクセントカラー建築物・工作物建築物・工作物

彩度明度彩度明度彩度明度色相

色彩の制限なし
2階以下のみ使用可
（2階以下見付面積の

5％以下）

―
２以上
8.5以下

―２以上
8.5以下無彩色

４以下４以下２以上
7以下

10R〜５Y
２以下２以下上記以外

【適用除外】歴史的建造物の建築当初から使用されている材料の色彩
着色を施していない木材若しくは漆くいの色彩

：現状の
基準

赤字：前回から修正
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建築物の高さの基準（案）

９番町側

容積率400％

８番町側

新堀

建築物の高さ
９番町：30m
８番町：40m

以下
新道沿い：
２階建て
に努める 容積率600％

２階建てしか建てられないと、土地の取引価格へ
影響があるのでは

住⺠説明会
でのご意見

【前回審議会での建築物の高さの基準案】

12

建築物の高さの基準（案）

【東堀・⻄堀・古町通り沿い】【新道沿い】

斜線制限では上限の設定がないため、
現状建物高さに合わせて上限を設定

道路境界付近は「道路斜線制限」より
２階建て相当の制限

歴史的建築物のほとんどが２階建て

２階建てのまちなみを維持するため、
「２階建て」に努める規定を設定

1
1.5

建物高さ
40m未満

1
1.5

約6m

【基準案の考え方】→建築基準法の斜線制限や現状の建物高さを考慮

：建築基準法の道路斜線制限



建築物の壁面位置の基準（案）

【角地の場合】
建築基準法の斜線制限には緩和があり、
建物プランによって過度な制限となる
可能性がある

13

新道ゾーン

【前回審議会での壁面位置の基準案】
【12ｍを超える壁面】道路中心から10ｍ以上後退
（後退することで圧迫感を軽減）

建築物の壁面位置の基準（案）

14

新道ゾーン

1.5
1

敷地
２ｍ２ｍ

新道 敷地

6m
1階

2階

3階

3ｍ

3ｍ

3ｍ

1.8ｍ以上後退
○新道沿いは２階建てに努める
（高さ制限）

○３階以上の外壁は、２階以下の外壁より
分節化して後退することで、２階建ての
まちなみを維持

○道路斜線制限を参考に、1.8ｍ（1間分）
を後退距離として設定

【見直しする基準案の考え方】



建築物の高さ・壁面位置の基準（案）

15

赤字：前回から修正
【修正後の建築物の高さの基準案】

【９番町側】高さ30ｍ以下
【８番町側】高さ40ｍ以下全域

新道に面する部分は、２階建てを中心とした歴史的建築
物のまちなみの連続性を維持するため２階建てに努める。新道ゾーン

【修正後の建築物の壁面位置の基準案】
【歴史的建築物】既存の位置を維持全域
【３階以上の壁面】
２階以下の壁面より1.8ｍ以上後退

【２階以下の壁面】
周辺との壁面の連続性を維持するため、新道の道路
境界から近接させるよう努める。やむを得ず後退する
場合は新道沿いに門や塀を設けるよう努める。

新道ゾーン

建築物の形態意匠の基準（案）

16

前回から修正なし

・建築当初に使用された素材や
工法による維持や復原

歴史的建築物

格子

外壁板張り

一般建築物
・まちなみに調和した外観

・この地区で使用される
自然素材の使用に努める

(京都市のまちなみ Googleストリートビューより引用)
©2025 Google

調和する色彩・
素材による外観



建築設備の基準（案）

17

【建築設備の修景】
・設備機器や配管
：まちなみに調和する色彩や
意匠の目隠し等に努める

【風情ある夜間景観の演出】
・建物や植栽のライトアップや
行灯・提灯による演出に努める

・照明の色温度は3,000ケルビン以下

温かみのある照明の色温度
（3,000ケルビン以下）

(引用：新宿区 屋外広告物に関する地域別
ガイドライン（神楽坂地区）)

前回から修正なし

外構・工作物の基準（案）

18

前回から修正なし

一般工作物

道路 敷地
【新道ゾーン】
・外構舗装は、石畳と調和する
色彩や素材の使用に努める

・建築当初に使用された素材や
工法による維持や復原

歴史的工作物

・歴史的まちなみに調和した外観



木竹の基準（案）

19

前回から修正なし

【新道ゾーン】

・樹木を伐採しないよう努める

・この地区の歴史的建築物の前庭
に用いられている樹種の選定に
努める

【全域】

・既存の樹木を適切に維持管理

SALE

20

花街

花
街

特定屋内広告物の基準（案）

【古町花街地区における特定屋内広告物の定義】

①
②

②

①開口部のガラス等の内側に直接貼付・塗装して屋外の公衆に表示
するもの

②建築物の内側に表示するもののうち、専ら屋外の公衆に表示する
目的をもって表示するもの



21

特定屋内広告物の基準（案）

【特定屋内広告物の基準案】
東堀・⻄堀・古町通ゾーン新道ゾーン

地上から15ｍ以下高さ１階のみ設置箇所
単位開口部あたり
4分の1以内表示面積合計１㎡以内表示面積

可変表示式広告物（デジタルサイネージ等）、点滅・
回転・輝度が変化する照明、ネオン等照明は使用しない表示方法

屋外広告物の壁面広告と基準の方向性を合わせる

赤字：前回から追加

※東堀・⻄堀・古町通ゾーン：
可変表示式広告物やネオン等照明で0.5㎡未満
の小規模のものは除く

22

暖簾・提灯の色彩基準（案）

暖簾の「藍色」「えんじ色」
提灯の「白色」「赤色」
（伝統的に使用される高彩度色）

歴史的まちなみへの調和が期待できる

伝統的に使用される色彩が使用できる
よう色彩の基準を修正

適用除外とする色彩にJIS規格 慣用色名の
「えんじ色」「藍色」などと表現するのは適切か

前回審議会
でのご意見



23

暖簾・提灯の色彩基準（案）

花 街
割烹

・合計３㎡以内面積
・綿、麻その他これらに類する布製素材
・店名・商標のみ内容
・彩度11以下※色彩
・有彩色は１色までとし、合計３色以内色数

【提灯】 ・合計1㎡以内（1基につき0.5㎡以内）面積
・店名・商標のみ内容
・白色または赤色に限る
（和紙の素材色はこの限りでない）地の色

・有彩色は１色までとし、合計３色以内色数

【広告幕（暖簾）】

花
街

赤字：前回から修正

提灯：規格基準の設定するにあたり、許可の期間を「３月以内」に設定
※はり札等、広告旗、立看板等、広告幕及びアドバルーンと同様

新道ゾーン

※JIS規格慣用色名「えんじ色」を最大値として設定

24

屋外広告物の基準（案）

A店
すぐ先⇒

【広告種別によらない共通事項】
【全域】

・非自家用広告物の禁止
この地区の案内や催しに係るものを除く

・１営業所等につき総表示面積
３㎡以内（簡易広告物を除く）

・図にない広告形状の禁止
（屋上広告やのぼり旗等）

①+②+③
≦３㎡Ａ店 A店

① ②

Ａ
店③

・可変表示式広告物（デジタルサイネージ等）、
投影広告物（プロジェクションマッピング）等

の禁止
【新道ゾーン】

前回から修正なし



屋外広告物の基準（案）

４ｍ
以下 ・合計１㎡以内

・１基につき0.5㎡以内面積

・壁面に直接塗装しない位置
色彩※・色数：突出広告と同様

【壁面広告】

新道ゾーン

６ｍ
以下

外壁より
１ｍ
以下

※建物名称
など除く

【突出広告】
・１基まで個数
・合計1.5㎡以内
・１面につき0.75㎡以内面積

・建物名・店名・社章のみ内容

色彩※

・全体で４色以内色数

花
街
ビ
ル

花街

※地の色及び1/3以上で使用する色

彩度明度色相

―２以上
9.5以下無彩色

４以下２以上
7以下

10R〜5Y
２以下上記以外

赤字：前回から修正

25

26

屋外広告物の基準（案）
前回から修正なし

【立て看板等】

新道ゾーン

1.2ｍ
以下

【はり紙・はり札】
ポ
ス
タ
ー

シ
ー
ル

シ
ー
ル

はり紙・はり札・立て看板等
合計10個以内個数

同じ内容を複数掲示しない内容

・合計1.2㎡以内
・１面につき0.6㎡以内面積

はり紙・はり札・立て看板等
合計10個以内個数

割 烹

花
街

【野立て広告】
・合計２㎡以内
・１面につき１㎡以内
・集合式は0.25㎡ずつ

面積

・建物名・店名・社章のみ内容
色彩※・色数：突出広告と同様

２ｍ
以下

0.3ｍ以上
後退



27

屋外広告物の規格の表現の見直しについて
【現行の表現】

（１）屋上広告は以下のとおりとする。
【高さ】地上からの高さ10ｍ以下

（２）壁面広告は以下のとおりとする。
【高さ】地上からの高さ10ｍ以下（自家用広告物等（ビル又は…））

「信濃川本川大橋下流沿岸地区」における広告物の規格は、新潟市屋外
広告物条例施行規則別表第１に次の基準を加える。

…

基準種類
1面につき1広告内容（1広告主）であること。表示数

屋上広告

15ｍ以下、かつ、地上から広告物等を設置する箇所までの高さ
の3分の2以下 地上からの高さ48ｍ以下高さ

鉄筋コンクリート造若しくは鉄骨造又は…表示面積
設置する建物の壁面の端から突き出さない…表示位置
けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。その他
地上からの高さ15ｍ以下（自家用広告物等（ビル又は…））高さ壁面広告

別表第１

新潟市告示

…
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屋外広告物の規格の表現の見直しについて
【変更後の表現（案）】
新潟市景観計画
７ 屋外広告物の表示に関する行為の制限に関する事項
（２）特別区域 イ信濃川本川大橋下流沿岸地区

景観計画に一つの表としてまとめる
今回の改正を機会に、全ての特別区域の表現の修正を行う

赤字：追加して溶け込まれた規格

基準種類
1面につき1広告内容（1広告主）であること。表示数

屋上広告
地上からの高さ10ｍ以下高さ
鉄筋コンクリート造若しくは鉄骨造又は…表示面積
設置する建物の壁面の端から突き出さない…表示位置
けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。その他
地上からの高さ10ｍ以下（自家用広告物等（ビル又は…））高さ壁面広告…
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新潟市景観計画 特別区域 古町花街地区（案） 

 

新潟市景観計画に定める景観計画区域の特別区域に「古町花街地区」を新たに設定し、地域の特性

に応じた景観形成の方針や景観形成基準、屋外広告物に関する行為の制限などを定めます。 

また関連して、特別区域の広告物等の規格を、屋外広告物条例施行規則の告示によるものから、景

観計画の屋外広告物の表示及び屋外広告物を掲出する物件の設置に関する行為の制限に関する事項に

よるものに変更することとし、「信濃川本川大橋下流沿岸地区」「旧齋藤家別邸周辺地区」「旧小澤

家住宅周辺地区」の広告物等の規格の表現を修正します。 

 

 

１ 地区名 

   古町花街地区 

 

２ 地区の概況  

江戸時代にさかのぼる全国随一の料亭をはじめ、茶屋・置屋などの歴史的な花街建築が集中し、

新潟の芸妓文化と伝統的な花街を象徴する景観として保存を図るべき地区。(面積 約5.3ha) 

 

３ 特別区域の範囲  

  

４ 景観形成の方針 

（ア）まちなみを構成する歴史的建造物の保全を図り、全国随一の料亭中心の伝統的花街として

歴史的な風情を感じる景観づくりを進める。 

（イ）新道沿いの空間は、細街路に建物が建ち並ぶ景観を保全し、芸妓に似合う、和の風情を基

調とした景観づくりを進める。 

（ウ）東堀・西堀・古町通沿いの空間は、花街の趣きを感じつつ、活気ある景観づくりを進める。 

（エ）歴史的建造物は、歴史的な価値を尊重した修理・復原を図り、歴史的建造物以外の建造物

資料２ 

凡例 
対象区域 

新道ゾーン 
(新道の道路中心線より 20m) 

東堀・西堀・古町通ゾーン 
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は、地区の特性を踏まえた修景を図ることで、オーセンティシティを重視した景観づくり

を進める。 

（オ）道路空間においては、歴史的なまちなみと調和した素材を用いるなど、質の高い景観づく

りを進める。 

 

５ 届出対象行為 

届出対象行為（新道ゾーン） 

 

届出対象行為（東堀・西堀・古町通ゾーン） 

 

６ 景観形成基準 

  新道ゾーン 

ア 建築物の新築、増築、改築又は移転 
イ 建築物の道路から見える外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更 
  ただし、当該変更部分が特定屋内広告物のみに係るものを除く 
ウ 工作物の新設、増築、改築又は移転 
エ 工作物の道路から見える外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更 
オ 道路から見える木竹の植栽又は伐採 

ア 建築物の新築、増築、改築又は移転 
イ 建築物の道路から見える外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更 
  ただし、当該変更部分の面積の合計が10平方メートル未満のものを除く 
ウ 工作物の新設、増築、改築又は移転 
エ 工作物の道路から見える外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更 
  ただし、当該変更部分の面積の合計が10平方メートル未満のものを除く 
オ 道路から見える木竹の植栽又は伐採 

対象事項 景観形成基準(行為制限) 

建

築

物 

高 さ 

○市道中央３－８０号線の道路中心線より南側の敷地は、敷地地盤面から４０メートル以下、

市道中央３－８０号線の道路中心線から北側の敷地は、敷地地盤面から３０メートル以下と

すること。ただし、この特別区域施行の際、これを超えていた建築物の増築又は改築につい

ては、既存の高さを超えないこと。 
●新道に面する部分は、２階建てを中心としたまちなみの連続性を維持するため、２階建てと

するよう努めること。 

配 置 

○歴史的建築物の壁面の位置は、既存の位置を維持すること。ただし、建築当初の外観を尊重

して復原するために位置を変更する場合は、この限りではない。 

●歴史的建築物以外の新道ゾーンの３階以上の壁面は、２階以下の壁面より１．８メートル以

上後退すること。ただし、この特別区域施行の際、これを超えていた建築物の増築又は改築

については、既存の壁面の位置を超えないこと。 

●歴史的建築物以外の新道ゾーンの２階以下の壁面は、周辺との壁面の連続性を維持するた

め、新道の道路境界に近接させるよう努めること。ただし、やむを得ず後退する場合は、新

道の道路境界から３メートル以内の後退を標準とし、新道の道路境界に近接させて門、塀又

は庭を設置するなど、周辺との壁面の連続性を維持するよう努めること。 

形態意 
匠及び 
色彩 

○歴史的建築物は、建築当初の外観を尊重して維持や復原をすること。ただし、これが難しい

場合は、歴史的なまちなみに調和した素材や工法を採用すること。 
○歴史的建築物以外の建築物は、歴史的なまちなみに調和した外観とすること。ただし、歴史

的建築物で用いられる意匠の安易な模倣は避けること。 
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○歴史的建築物の外壁は、古町花街建築の特徴である縦羽目板張りなど、建築当初に使用され

ていた素材や工法による維持や復原を基本とすること。 

○歴史的建築物の軒及び庇は、古町花街建築の特徴である軒裏及び庇裏の垂木表しなど、建築

当初に使用されている素材や工法による維持や復原を基本とすること。 

○歴史的建築物の屋根形状は、建築当初の形状を維持し、又はその形状が改変されている場合

は復原を基本とすること。歴史的建築物以外の屋根形状は、二方向以上に流れる勾配屋根と

するよう努めること。 

○歴史的建築物の細部意匠は、古町花街建築の特徴である曲面上裏、透かし彫りの欄間細工、

開口部の目隠し板や格子など、建築当初に使用された意匠の維持や復原を基本とすること。 

○木材、漆くい、石、日本瓦その他の当該区域内にある歴史的建築物の建築当初に使用されて

いた自然素材等を積極的に用いるよう努めること。自然素材等を使用しない場合は、過度な

光沢のないものとすること。 

●新道側に表側を見せること。 

●新道ゾーンの建具は木製を基本とし、アルミその他の素材を用いる場合には縦桟又は格子を

つけるよう努めること。 

●新道ゾーンでは、シャッターを使用しないよう努めること。 

●新道ゾーンの外壁の基調色は、マンセル値によるものとし、次の表のとおりとすること。た

だし、歴史的建築物の建築当初から使用されている材料の色彩又は着色を施していない木材

若しくは漆くいの色彩は、この限りではない。 

 

色相 明度 彩度 

無彩色 ２以上 8.5 以下 - 

10Ｒ～５Ｙ 

２以上７以下 

４以下 

上記以外 ２以下 

 

●新道ゾーンの外壁の強調色（アクセントカラー）は、色相、明度及び彩度を限定せず、使用

部分を２階以下の部分に限るものとし、その使用面積（複数の強調色を使用する場合は、そ

の合計面積）は、使用する外壁面の２階以下の部分の面積の２０分の１以下とすること。た

だし、歴史的建築物の建築当初から使用されている材料の色彩又は着色を施していない木材

若しくは漆くいの色彩は、この限りではない。 

○外部に面する建具の色彩は、茶系、黒褐色系又はグレー系（シルバーを除く）を基本とする

こと。ただし、歴史的建築物の建築当初から使用されている材料の色彩は、この限りではな

い。 

○勾配屋根や庇の色彩は、黒又はグレー系を基本とし、銅板の場合は、素材色又は緑青色とす

ること。ただし、歴史的建築物の建築当初から使用されている材料の色彩は、この限りでは

ない。 

○色数は、できる限り少なくするとともに、複数の色を使用する場合は、色の三属性（色相：

色あい、明度：明るさ、彩度：あざやかさ）の対比が強くならないよう努めること。 

特 定 屋

内 広 告

物 

●新道ゾーンの特定屋内広告物は、建築物の１階以下の部分にあっては、住所又は１つの事業

所、営業所若しくは作業場（以下、「１営業所等」という。）につき、総表示面積を1平方

メートル以内とすることとし、建築物の2階以上の部分にあっては、表示しないものとする

こと。 

●新道ゾーンでは、可変表示式広告物を表示又は設置しないこと。 

●新道ゾーンでは、ネオン照明その他これに類する照明を使用しないこと。 
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〇点滅・回転する照明及び輝度が変化する照明を使用しないこと。ただし、法令に基づくもの

及び警告若しくは交通規制等の用に供するもので公衆の安全を図るために必要のものは、こ

の限りでない。 

設 備 

○室外機、屋外配管及び太陽光発電設備その他の建築設備並びに屋外階段は、道路から見える

位置に設置しないよう努めること。ただし、やむを得ず道路から見える位置に設置する場合

は、歴史的なまちなみと調和した色彩、目隠しその他の意匠により修景するよう努めること。 
○架空の不要な電線類は撤去するよう努めること。 
○照明の色温度は、3,000ケルビン以下を基本とすること。 
○点滅・回転する照明及び輝度が変化する照明は、使用しないこと。ただし、法令に基づくも

の及び警告又は交通規制等の用に供するもので公衆の安全を図るために必要のものは、この

限りではない。 
○建築物や植栽のライトアップ、行灯・提灯などの明かりの工夫などにより、明るすぎず暗す

ぎることのない、風情ある夜間景観の創出に努めること。 
○照明器具や光源が見えない工夫及び間接光や拡散光による柔らかい灯りによる演出の工夫

に努めること。 

外 構 

○歴史的建築物に門、塀又は庭等がある場合は、維持や復原するよう努めること。 
●新道ゾーンに屋外駐車スペースを設ける場合は、新道の道路境界沿いに門又は塀等を設置

し、周囲との壁面の連続性を維持するよう努めること。 
●新道ゾーンの外構舗装は、新道の石畳と調和する色彩や素材の使用に努めること。 

工

作

物 

形態意 
匠及び 
色彩 

○歴史的工作物は、建築当初の外観を尊重して維持や復原をすること。ただし、これが難しい

場合は、歴史的なまちなみに調和した素材や工法を採用すること。 
○歴史的工作物以外の工作物は、歴史的なまちなみに調和した外観とすること。ただし、歴史

的工作物で用いられる意匠の安易な模倣は、避けること。 
○アンテナや通信用鉄塔等は、できるだけ高さを抑え、形状を細くし、道路から見えにくい位

置に設置すること。 
●新道ゾーンでゴミ庫及び自動販売機を設置する場合は、道路から見えにくい位置に設置する

か、歴史的なまちなみと調和した色彩、目隠しその他の意匠により修景すること。 
●新道ゾーンの駐車場には、新道の道路境界沿いに門又は塀等を設置し、周囲との壁面の連続

性を維持するよう努めること。 
●新道ゾーンの基調色は、マンセル値によるものとし、次の表のとおりとすること。ただし、

歴史的工作物の建築当初から使用されている材料の色彩又は着色を施していない木材若し

くは漆くいの色彩は、この限りではない。 
 

色相 明度 彩度 

無彩色 ２以上 8.5 以下 - 

10Ｒ～５Ｙ 

２以上７以下 

４以下 

上記以外 ２以下 

 
●新道ゾーンの強調色（アクセントカラー）は、色相、明度及び彩度を限定せず、使用部分を

７メートル以下の部分に限るものとし、その使用面積（複数の強調色を使用する場合は、そ

の合計面積）は、使用する７メートル以下の部分の面積の２０分の１以下とすること。ただ

し、歴史的工作物の建築当初から使用されている材料の色彩又は着色を施していない木材若

しくは漆くいの色彩は、この限りではない。 
木 竹 ○既存の植栽は、適切に維持管理すること。 
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備考 ○は新道ゾーン及び東堀・西堀・古町通ゾーン共通の基準、●はそれぞれのゾーンごとの基準を示す。 

注１ 新道とは、市道中央３－８１号線のうち市道西大畑町秣川岸通線と直交するまでの北側の区間及び市道中央

３－８２号線をいう。 

２ 歴史的建築物とは、建築基準法施行の際、現に存する建築物をいう。 

３ 歴史的工作物とは、建築基準法施行の際、現に存する工作物をいう。 

４ 特定屋内広告物とは、次に掲げるものをいう。 

  (1) 建築物の窓その他の開口部（建築物の内部を見通すことができる壁面を含む。）に設けられたガラスその

他これらに類するものの内側の面（以下、「屋内面」という。）に直接描き、又は直接貼付して、常時又は

一定の期間継続して屋外の公衆に表示する広告物等 

  (2) 建築物の内側において表示するもののうち、専ら屋外の公衆に表示する目的をもって、常時又は一定の期

間継続して屋外の公衆に表示する広告物等 

５ 可変表示式広告物とは、電光ニュース板、電光広告板、映像装置その他の常時表示内容を変えることができ

る広告物をいう。 

 

  東堀・西堀・古町通ゾーン 

●新道ゾーンの樹木を伐採しないよう努めること。 

●新道ゾーンに植樹する場合は、当該区域内の歴史的建築物の前庭に用いられている樹種を選

定するよう努めること。 

対象事項 景観形成基準(行為制限) 

建

築

物 

高 さ 

○市道中央３－８０号線の道路中心線より南側の敷地は、敷地地盤面から４０メートル以下、

市道中央３－８０号線の道路中心線から北側の敷地は、敷地地盤面から３０メートル以下と

すること。ただし、この特別区域施行の際、これを超えていた建築物の増築又は改築につい

ては、既存の高さを超えないこと。 

配 置 
○歴史的建築物の壁面の位置は、既存の位置を維持すること。ただし、建築当初の外観を尊重

して復原するために位置を変更する場合は、この限りではない。 

形態意 
匠及び 
色彩 

○歴史的建築物は、建築当初の外観を尊重して維持や復原をすること。ただし、これが難しい

場合は、歴史的なまちなみに調和した素材や工法を採用すること。 
○歴史的建築物以外の建築物は、歴史的なまちなみに調和した外観とすること。ただし、歴史

的建築物で用いられる意匠の安易な模倣は避けること。 

○歴史的建築物の外壁は、古町花街建築の特徴である縦羽目板張りなど、建築当初に使用され

た素材や工法による維持や復原を基本とすること。 

○歴史的建築物の軒及び庇は、古町花街建築の特徴である軒裏及び庇裏の垂木表しなど、建築

当初に使用されている素材や工法による維持や復原を基本とすること。 

○歴史的建築物の屋根形状は、建築当初の形状を維持し、又はその形状が改変されている場合

は復原を基本とすること。歴史的建築物以外の屋根形状は、二方向以上に流れる勾配屋根と

するよう努めること。 

○歴史的建築物の細部意匠は、古町花街建築の特徴である曲面上裏、透かし彫りの欄間細工、

開口部の目隠し板や格子など、建築当初に使用された意匠の維持や復原を基本とすること。 

○木材、漆くい、石、日本瓦その他の当該区域内にある歴史的建築物の建築当初に使用されて

いた自然素材等を積極的に用いるよう努めること。自然素材等を使用しない場合は、過度な

光沢のないものとすること。 

●東堀・西堀・古町通ゾーンの外壁の基調色は、マンセル値によるものとし、次の表のとおり

とすること。ただし、歴史的建築物の建築当初から使用されている材料の色彩又は着色を施

していない木材若しくは漆くいの色彩は、この限りではない。 
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色相 明度 彩度 

無彩色 

２以上 8.5 以下 

- 

10Ｒ～５Ｙ ４以下 

上記以外 ２以下 

 

●東堀・西堀・古町通ゾーンの外壁の強調色（アクセントカラー）は、色相、明度及び彩度を

限定せず、使用部分を２階以下の部分に限るものとし、その使用面積（複数の強調色を使用

する場合は、その合計面積）は、使用する外壁面の２階以下の部分の面積の２０分の１以下

とすること。ただし、歴史的建築物の建築当初から使用されている材料の色彩又は着色を施

していない木材若しくは漆くいの色彩は、この限りではない。 

○外部に面する建具の色彩は、茶系、黒褐色系又はグレー系（シルバーを除く）を基本とする

こと。ただし、歴史的建築物の建築当初から使用されている材料の色彩は、この限りではな

い。 

○勾配屋根や庇の色彩は、黒又はグレー系を基本とし、銅板の場合は、素材色又は緑青色とす

ること。ただし、歴史的建築物の建築当初から使用されている材料の色彩は、この限りでは

ない。 

○色数は、できる限り少なくするとともに、複数の色を使用する場合は、色の三属性（色相：

色あい、明度：明るさ、彩度：あざやかさ）の対比が強くならないよう努めること。 

特 定 屋

内 広 告

物 

●東堀・西堀・古町通ゾーンの特定屋内広告物は、地上からの高さ15メートル以下の部分にあ

っては、一の開口部の面積に対する当該開口部における１営業所等あたりの表示面積の合計

の割合を４分の１以内とすることとし、地上からの高さ15メートルを超える部分にあって

は、表示しないものとすること。 

●東堀・西堀・古町通ゾーンでは、可変表示式広告物を表示又は設置しないこと。ただし、1

基につき0.5平方メートルを超えないものは、この限りでない。 

●東堀・西堀・古町通ゾーンでは、ネオン照明その他これに類する照明を使用しないこと。た

だし、1基につき0.5平方メートルを超えないものは、この限りでない。 

〇点滅・回転する照明及び輝度が変化する照明を使用しないこと。ただし、法令に基づくもの

及び警告若しくは交通規制等の用に供するもので公衆の安全を図るために必要のものは、こ

の限りでない。 

設 備 

○室外機、屋外配管及び太陽光発電設備その他の建築設備並びに屋外階段は、道路から見える

位置に設置しないよう努めること。ただし、やむを得ず道路から見える位置に設置する場合

には、歴史的なまちなみと調和した色彩、目隠しその他の意匠により修景するよう努めるこ

と。 
○架空の不要な電線類は撤去するよう努めること。 
○照明の色温度は、3,000ケルビン以下を基本とすること。 
○点滅・回転する照明及び輝度が変化する照明は、使用しないこと。ただし、法令に基づくも

の及び警告又は交通規制等の用に供するもので公衆の安全を図るために必要のものは、この

限りではない。 
○建築物や植栽のライトアップ、行灯・提灯などの明かりの工夫などにより、明るすぎず暗す

ぎることのない、風情ある夜間景観の創出に努めること。 
○照明器具や光源が見えない工夫及び間接光や拡散光による柔らかい灯りによる演出の工夫

に努めること。 
外 構 ○歴史的建築物に門、塀又は庭等がある場合は、維持や復原するよう努めること。 

工 形態意 ○歴史的工作物は、建築当初の外観を尊重して維持や復原をすること。ただし、これが難しい



 

7 

備考 ○は新道ゾーン及び東堀・西堀・古町通ゾーン共通の基準、●はそれぞれのゾーンごとの基準を示す。 

注１ 歴史的建築物とは、建築基準法施行の際、現に存する建築物をいう。 

２ 歴史的工作物とは、建築基準法施行の際、現に存する工作物をいう。 

３ 特定屋内広告物とは、次に掲げるものをいう。 

  (1) 屋内面に直接描き、又は直接貼付して、常時又は一定の期間継続して屋外の公衆に表示する広告物等 

  (2) 建築物の内側において表示するもののうち、専ら屋外の公衆に表示する目的をもって、常時又は一定の期

間継続して屋外の公衆に表示する広告物等 

４ 可変表示式広告物とは、電光ニュース板、電光広告板、映像装置その他の常時表示内容を変えることができ

る広告物をいう。 

 

７ 屋外広告物の表示及び屋外広告物を掲出する物件の設置に関する行為の制限に関する事項 

屋外広告物を設置する場合は、掲出方法、掲出数、意匠、形状、高さ、面積、色彩に配慮し、設

置する建築物や周辺のまちなみと調和したものとし、新潟市屋外広告物条例（平成 7 年条例第 59

号）第 6 条の規定に基づく規格は、下記のとおりとする。 

 

 (１) 一般区域 

  新潟市屋外広告物条例施行規則（平成 8 年新潟市規則第 17 号）別表第１のとおりとする。 

 

 (２) 特別区域 

イ 信濃川沿岸地区（万代シテイ広告物活用地区を除く。） 令和６年４月１日施行 
種類 基準 

建 屋上広告 表示数 1 面につき 1 広告内容（1 広告主）であること。 

作

物 
匠及び 
色彩 

場合は、歴史的なまちなみに調和した素材や工法を採用すること。 
○歴史的工作物以外の工作物は、歴史的なまちなみに調和した外観とすること。ただし、歴史

的工作物で用いられる意匠の安易な模倣は、避けること。 
○アンテナや通信用鉄塔等は、できるだけ高さを抑え、形状を細くし、道路から見えにくい位

置に設置すること。 
●東堀・西堀・古町通ゾーンの基調色は、マンセル値によるものとし、次の表のとおりとする

こと。ただし、歴史的工作物の建築当初から使用されている材料の色彩又は着色を施してい

ない木材若しくは漆くいの色彩は、この限りではない。 
 

色相 明度 彩度 

無彩色 

２以上 8.5 以下 

- 

10Ｒ～５Ｙ ４以下 

上記以外 ２以下 

 
●東堀・西堀・古町通ゾーンの強調色（アクセントカラー）は、色相、明度及び彩度を限定せ

ず、使用部分を７メートル以下の部分に限るものとし、その使用面積（複数の強調色を使用

する場合は、その合計面積）は、使用する７メートル以下の部分の面積の２０分の１以下と

すること。ただし、歴史的工作物の建築当初から使用されている材料の色彩又は着色を施し

ていない木材若しくは漆くいの色彩は、この限りではない。 

木 竹 
○既存の植栽は、適切に維持管理すること。 

●東堀・西堀・古町通ゾーンでは、地域にあった樹木などにより四季の演出を考慮した植栽に

努めること。 
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築

物

又

は

工

作

物

を

利

用

す

る

も

の 

（「屋上広告」とは、建築物の

屋上に固定して設置するもの

をいう。） 

高さ 地上からの高さ 10 メートル以下 

表示面積 鉄筋コンクリート造若しくは鉄骨造又はこれらに類する

強度を持つ建築物を利用するもの 

設置する 1 建物につき総表示面積 300 平方メートル以

内、かつ、1 面あたり 100 平方メートル以内 

上記以外のもの 

設置する１建物につき総表示面積 30 平方メートル以

内 

表示位置 設置する建物の壁面の端から突き出さないこと。（照明機

器等を除く。） 

その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

壁面広告 

（「壁面広告」とは、建築物又

は工作物の外壁面に固定して

設置するもの（外壁面から突き

出すものを除く。）及び外壁面

に固定して設置された堅牢
ろう

な

枠組（懸垂装置等を除く。）を

利用して表示する布状のもの

をいう。） 

高さ 地上からの高さ 10 メートル以下（自家用広告物等（ビル

又は建物の名称及び社章等に限る。）を除く。） 

表示面積 設置する壁面の面積の 4 分の 1 以内（複数設置する場合

は、壁面毎の総表示面積を対象とする。） 

表示位置 (1) 壁面の端から突き出さないものであること。 

(2) 窓又は開口部をふさがないものであること。 

その他 (1) けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

(2) 地上からの高さ 10 メートルを超える場合は、切り

文字又は箱文字とすること。 

(3)  地上からの高さ 10 メートルを超える場合で照明

設備を設ける場合は、バックライト式又は箱文字内照式

とすること。 

突出広告 

（「突出広告」とは、建築物又

は工作物の外壁面に固定して

設置するもの（外壁面から突き

出すものに限る。）をいう。） 

表示個数 1 壁面につき 3 個以内（自家用広告物等で、表示個数が

新潟市屋外広告物条例施行規則別表第 2(2)条例第 10 条

第 2 項第 1 号に掲げる広告物等の項の基準に適合するも

のを除く。） 

高さ 地上からの高さ 10 メートル以下 

道路への突

出幅 

1 メートル以下 

 

広告物等の

下端までの

高さ 

歩道上  

地上から 2.5 メートル以上 

車道上及び歩車道の区分のない道路上 

 地上から 4.5 メートル以上 

その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

電

柱

又

は

街

灯

柱

等

を

巻付広告及び直接塗装広告 

（「巻付広告」又は「直接塗装

広告」とは、電柱、街灯柱、電

話柱その他これらに類するも

のを利用してこれらに巻き付

け、又は直接塗装するものをい

う。） 

表示個数 柱 1 本につき 1 個 

長さ 1.5 メートル以下 

広告物等の

下端までの

高さ 

地上から 1.2 メートル以上 

その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

袖付広告 

（「袖付広告」とは、電柱、街

表示個数 柱１本につき 1 個 

長さ 1.5 メートル以下 
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利

用

す

る

も

の 

灯柱、電話柱その他これらに類

するものを利用してこれらに

袖付けにするものをいう。） 

突出幅 0.8 メートル以下 

広告物等の

下端までの

高さ 

歩道上 

地上から 2.5 メートル以上 

車道上及び歩車道の区分のない道路上 

地上から 4.5 メートル以上 

掲出方向 原則として道路の外側 

その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

広

告

塔 

又

は

広

告

板 

野立て広告塔 

野立て広告板 

（「野立て広

告塔」とは、

支柱が土地に

定着するもの

で柱状又は塔

状のものをい

う。） 

（「野立て広

告板」とは、

支柱が土地に

定着するもの

で柱状又は塔

状以外のもの

をいう。） 

(1) 自家用

広告物等で別

表第 2(2)条例

第10条第2項

第 1 号に掲げ

る広告物等の

項に掲げるも

の以外のもの 

高さ 地上からの高さ 10 メートル以下 

表示面積 30 平方メートル以内 

（複数の営業所等の広告物を一の広告物として設置する

場合にあっては、60 平方メートル以内、かつ、1 面 30

平方メートル以内） 

その他 ア 交通の見通し及び道路標識の視認性を妨げないこ

と。 

イ けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

(2) 特定の

施設の位置又

は所在を表示

し、又は案内

することを目

的とするもの 

表示個数 住所又は 1 つの事業所、営業所若しくは作業場（以下「1

営業所等」という。）につき 2 個以内 

表示面積 1 個当たり 2 平方メートル以内（複数の営業所等が共同

で設置する広告物等にあっては、1 営業所等当たり 2 平

方メートル以内で、かつ、総表示面積 10 平方メートル以

内） 

高さ 地上から 3 メートル以下 

その他 ア 表示の内容は、誘導及び案内のために必要な文言又

は図表に限ること。 

イ 交通上の見通し及び道路標識の視認性を妨げないこ

と。 

ウ けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

(3) 前2号に

掲げるもの以

外のもの 

高さ 地上からの高さ 6 メートル以下 

表示面積 30 平方メートル以内 

その他 ア 交通上の見通し及び道路標識の視認性を妨げないこ

と。 

イ けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

条

例

第

６

条

第

５

号

に

規

定

す

アーチ広告 

（「アーチ広告」とは、堅牢な

材料を使用して作成され、道路

を横断して設置されるものを

いう。） 

広告物等の

下端までの

高さ 

歩道上 

 地上から 3.5 メートル以上 

車道上及び歩車道の区分のない道路上 

 地上から 5.0 メートル以上 

その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

アドバルーン 

（「アドバルーン」とは、気球

を利用して表示するものをい

う。） 

大きさ等 (1) 長さ 10 メートル以下、幅 1.5 メートル以下の布片

等に表示し、主綱に十分緊結すること。 

(2) 掲揚中に建築物又は工作物に接触しないものであ

ること。 

その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

つり下げ広告 

（「つり下げ広告」とは、アー

表示面積 4 平方メートル以下 

広告物等の 歩道上 
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る

も

の 

ケード類に固定して設置する

ものをいう。） 

下端までの

高さ 

地上から 2.5 メートル以上 

車道上及び歩車道の区分のない道路上 

地上から 4.5 メートル以上 

その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

広告幕 

（「広告幕」とは、布状のもの

をさお、ひも等に掛け、建築物

又は工作物を利用して設置す

るもので容易に取りはずすこ

とができるもの（壁面広告及び

懸垂幕並びに野立て広告塔又

は野立て広告板の一部として

表示するものを除く。）をい

う。） 

大きさ 幅 1.2 メートル以下、長さ 15 メートル以下 

広告物等 

の下端まで

の高さ 

歩道上 

 地上から 3.5 メートル以上 

車道上及び歩車道の区分のない道路上 

 地上から 5 メートル以上 

その他 (1) 外周に風圧に耐える措置が施されていること。 

(2) けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

懸垂幕 

（「懸垂幕」とは、布状のもの

を建築物又は工作物の外壁面

に固定された懸垂装置等を利

用して設置するものをいう。） 

大きさ 布状のものの幅 1.8 メートル以下、長さ 20 メートル以下 

表示面積 30 平方メートル以内 

個数 設置する壁面につき 5 個以内 

その他 (1) 外周に風圧に耐える措置が施されていること。 

(2) けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

はり紙 

（「はり紙」とは、紙製のもの

その他これに類するもので建

築物その他の工作物等にはり

付けるものをいう。） 

表示面積 1.5 平方メートル以内 

その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

はり札等 

（「はり札等」とは、容易に取

り外すことができる状態で工

作物等に取り付けられている

はり札その他これに類する広

告物をいう。） 

表示面積 1.0 平方メートル以内 

その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

広告旗 

（「広告旗」とは、容易に移動

させることができる状態で立

てられ、又は容易に取り外すこ

とができる状態で工作物等に

取り付けられている広告の用

に供する旗（これを支える台を

含む。）をいう。） 

大きさ 縦 2 メートル以下、横 1 メートル以下 

その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

立看板等 

（「立看板等」とは、容易に移

動させることができる状態で

立てられ、又は工作物等に立て

掛けられている立看板その他

これに類する広告物又は掲出

物件（これらを支える台を含

大きさ 縦 2 メートル以下、横 1 メートル以下 

その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 
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む。）をいう。） 

 

ウ 旧齋藤家別邸周辺地区 平成 28 年１月１日施行 

種類 基準 

全ての広告物等共通 表示又は設

置禁止 

(1) 非自家用広告物等 

(2) 可変表示式広告物 

(3) 突出広告、巻付広告、直接塗装広告、袖付広告、ア

ーチ広告、アドバルーン、つり下げ広告、広告幕、懸垂

幕、はり紙及びはり札等 

色彩 広告物の色彩は、マンセル値によるものとし、歴史的な

まちなみと調和するよう、無彩色（明度 1 から 9.5 まで）

又は低彩度の茶系色（色相 2.5Ｙから 5Ｙまで又は 2.5Ｙ

Ｒから 10ＹＲまで、彩度 4 以下、明度 1 から 8 まで）と

する。（表面に装飾的な着色を施していない自然素材（石、

木、土、ガラス等）本来の色彩は、この限りではない。） 

高さ 地上からの高さ 5 メートル以下 

建築物又は

工作物を利

用するもの 

屋上広告 表示数 1 面につき 1 広告内容（1 広告主）であること。 

表示面積 鉄筋コンクリート造若しくは鉄骨造又はこれらに類する

強度を持つ建築物を利用するもの 

設置する 1 建物につき総表示面積 300 平方メートル以

内、かつ、1 面あたり 100 平方メートル以内 

上記以外のもの 

設置する１建物につき総表示面積 30 平方メートル以

内 

表示位置 (1) 本屋の外壁に接して設けられた片流れの屋根に設

置すること。 

(2)  設置する建物の壁面の端から突き出さないこと。

（照明機器等を除く。） 

その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

壁面広告 表示面積 設置する壁面の面積の 4 分の 1 以内（複数設置する場合

は、壁面毎の総表示面積を対象とする。） 

表示位置 (1) 壁面の端から突き出さないものであること。 

(2) 窓又は開口部をふさがないものであること。 

その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

広告塔又は

広告板 

野立て広告塔 

野立て広告板 

 

表示面積 総表示面積 1.6 平方メートル以内、かつ、1 面 0.5 平方

メートル以内 

その他 (1) 交通の見通し及び道路標識の視認性を妨げないこ

と。 

(2) けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

条例第6条第

5 号に規定す

るもの 

広告旗 大きさ 縦 2 メートル以下、横 1 メートル以下 

その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

立看板等 大きさ 縦 2 メートル以下、横 1 メートル以下 

その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

 



 

12 

エ 旧小澤家住宅周辺地区 令和２年 11 月 1 日施行 

種類 基準 

全ての広告物等共通 表示又は設

置禁止 

(1) 非自家用広告物等（当該区域内の催しに関わるもの

は除く。） 

(2) 可変表示式広告物 

(3) 屋上広告、突出広告、巻付広告、直接塗装広告、袖

付広告、アーチ広告、アドバルーン、つり下げ広告及び

懸垂幕 

表示面積 1 営業所等につき、総表示面積を 10 平方メートル以内と

すること。 

建築物又は

工作物を利

用するもの 

壁面広告 高さ 地上からの高さ 4.5 メートル以下（自家用広告物等（ビ

ル又は建物の名称及び社章等に限る。）を除く。） 

表示面積 3 平方メートル以内  

表示位置 (1) 壁面の端から突き出さないものであること。 

(2) 窓又は開口部をふさがないものであること。 

色彩 マンセル値によるものとし、無彩色（明度 2 から 9.5 ま

で）又は茶系色（色相 2.5Ｙから 5Ｙまで又は 2.5ＹＲか

ら 10ＹＲまで、彩度 4 以下，明度 2 から 6 まで）とする。

（表面に装飾的な着色を施していない自然素材（石、木、

土等）本来の色彩は、この限りではない。） 

その他 (1) けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

(2) 建築物の壁面に直接塗装する広告物としないこと。 

広告塔又は

広告板 

野立て広告塔 

野立て広告板 

高さ 地上からの高さ 2 メートル以下 

表示面積 1 平方メートル以内 

色彩 マンセル値によるものとし、無彩色（明度 2 から 9.5 ま

で）又は茶系色（色相 2.5Ｙから 5Ｙまで又は 2.5ＹＲか

ら 10ＹＲまで、彩度 4 以下，明度 2 から 6 まで）とする。

（表面に装飾的な着色を施していない自然素材（石、木、

土等）本来の色彩は、この限りではない。） 

その他 (1) 交通の見通し及び道路標識の視認性を妨げないこ

と。 

(2) けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

条例第6条第

5 号に規定す

るもの 

広告幕 大きさ 幅 3 メートル以下、長さ 3 メートル以下 

広告物等 

の下端まで

の高さ 

歩道上 

 地上から 3.5 メートル以上 

車道上及び歩車道の区分のない道路上 

 地上から 5 メートル以上 

その他 (1) 外周に風圧に耐える措置が施されていること。 

(2) けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

はり紙 表示面積 1.5 平方メートル以内 

その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

はり札等 表示面積 1.0 平方メートル以内 

その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

広告旗 大きさ 縦 2 メートル以下、横 1 メートル以下 
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その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

立看板等 大きさ 縦 2 メートル以下、横 1 メートル以下 

その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

 

オ 古町花街地区 令和○年○月○日施行 

（ア） 新道ゾーン 

種類 基準 

全ての広告物等共通 表示又は設

置禁止 

(1) 非自家用広告物等（当該区域内の案内に係るもの及

び当該区域に関連するおどりその他これらに類するもの

の催し等に係るものについては、この限りではない。） 

(2) 可変表示式広告物 

(3) 投影広告物（当該区域に関連するおどりその他これ

らに類するものの催し等に係るものについては、この限

りでない。） 

(4) 広告物を表示していない掲出物件（広告幕及び広告

幕については、この限りでない。） 

(5) 道路の路面に表示する広告物等（法令に基づくもの

及び警告若しくは交通規制等の用に供するもので公衆の

安全を図るために必要のものはこの限りではない。） 

(6) 屋上広告、巻付広告、直接塗装広告、袖付広告、ア

ーチ広告、アドバルーン、つり下げ広告、懸垂幕及び広

告旗 

表示個数 自己の氏名、名称、店名若しくは商標を複数表示する場

合は、１の広告物等に集約して表示又は設置（以下「集

合型」という。）とすること。 

表示面積 1 営業所等につき、総表示面積を 3 平方メートル以内と

すること。（簡易広告物の表示面積を除く。） 

表示内容 写真を使用しないこと。（はり紙、はり札等及び立看板等

であって営業内容を示すもの又は当該区域に関連するお

どりその他これらに類するものの催し等に係るものにつ

いては、この限りでない。） 

照明 (1)  点滅・回転する照明及び輝度が変化する照明は、

使用しないこと。（法令に基づくもの及び警告若しくは交

通規制等の用に供するもので公衆の安全を図るために必

要のものは、この限りでない。） 

(2)  ネオン照明その他これに類する照明は、使用しな

いこと。 

(3)  照明の色温度は、3,000 ケルビン以下とすること。

（法令に基づくもの又は警告若しくは交通規制等の用に

供するもので公衆の安全を図るために必要のものは、こ

の限りでない。） 

建

築

物

又

壁面広告 

 

高さ 地上からの高さ 4 メートル以下（自家用広告物等（ビル

若しくは建物の名称又は店名及び社章に限る。）を除く。） 

表示面積 (1) 1 営業所等につき総表示面積 1 平方メートル以内、

かつ、1 基につき 0.5 平方メートル以内 
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は

工

作

物

を

利

用

す

る

も

の 

(2) 集合型は 1 の氏名、名称、店名若しくは商標につき

0.25 平方メートル以内 

表示位置 (1) 壁面の端から突き出さないものであること。 

(2) 窓又は開口部をふさがないものであること。 

(3) 窓又は開口部に直接表示しないこと。 

色彩 (1) 広告物の地の色及び表示面積の3分の1以上に使用

する色並びに掲出物件の色は、マンセル値によるものと

し、次の表のとおりとする。（着色を施していない木材の

色彩は、この限りでない。） 

 

色相 明度 彩度 

無彩色 2 以上 9.5 以下  

10Ｒ～5Ｙ 
2 以上 7 以下 

4 以下 

上記以外 2 以下 

 

(2) 表示面全体で使用できる色数は、4 色以下とする。 

その他 (1) けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

(2) 壁面に直接塗装する広告物としないこと。 

突出広告 

 

表示個数 1 営業所等につき 1 個 

高さ 地上からの高さ 6 メートル以下 

表示面積 1 営業所等につき 1.5 平方メートル以内、かつ、1 面 0.75

平方メートル以内 

表示内容 自家用広告物等（ビル若しくは建物の名称又は店名及び

社章に限る。）とする。 

外壁面から

の突出幅 

1 メートル以下 

広告物等の

下端までの

高さ 

歩道上  

地上から 2.5 メートル以上 

車道上及び歩車道の区分のない道路上 

 地上から 4.5 メートル以上 

色彩 (1) 広告物の地の色及び表示面積の3分の1以上に使用

する色並びに掲出物件の色は、マンセル値によるものと

し、次の表のとおりとする。（着色を施していない木材の

色彩は、この限りでない。） 

 

色相 明度 彩度 

無彩色 2 以上 9.5 以下  

10Ｒ～5Ｙ 
2 以上 7 以下 

4 以下 

上記以外 2 以下 

 

(2) 表示面全体で使用できる色数は、4 色以下とする。 

その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

広

告

野立て広告塔 

野立て広告板 

表示個数 1 営業所等当たり 1 個 

高さ 地上からの高さ 2 メートル以下 
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塔 

又

は

広

告

板 

 表示面積 (1) 1 営業所等につき総表示面積 2 平方メートル以内、

かつ、1 面につき 1 平方メートル以内 

(2) 集合型は 1 の氏名、名称、店名若しくは商標につき

0.25 平方メートル以内 

表示内容 自家用広告物等（ビル若しくは建物の名称又は店名及び

社章に限る。）とする。 

色彩 (1) 広告物の地の色及び表示面積の3分の1以上に使用

する色並びに掲出物件の色は、マンセル値によるものと

し、次の表のとおりとする。（着色を施していない木材の

色彩は、この限りでない。） 

 

色相 明度 彩度 

無彩色 2 以上 9.5 以下  

10Ｒ～5Ｙ 
2 以上 7 以下 

4 以下 

上記以外 2 以下 

 

(2) 表示面全体で使用できる色数は、4 色以下とする。 

後退距離 新道境界線から 0.3 メートル以上 

その他 (1) 交通の見通し及び道路標識の視認性を妨げないこ

と。 

(2) けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

条

例

第

６

条

第

５

号

に

規

定

す

る

も

の 

広告幕 

 

表示面積 1 営業所等につき 3 平方メートル以内 

表示内容 自家用広告物等（店名若しくは商標に限る。）とすること。 

広告物等 

の下端まで

の高さ 

歩道上 

 地上から 3.5 メートル以上 

車道上及び歩車道の区分のない道路上 

 地上から 5 メートル以上 

色彩 (1) 広告物に使用できる色彩は、マンセル値によるもの

とし、彩度 11 以下とすること。 

(2) 広告物に使用できる色数は、有彩色を 1 色までと

し、合計 3 色以内とする。（当該区域内の案内に係るもの

又は当該区域に関連するおどりその他これらに類するも

のの催し等に係るものについては、この限りでない。） 

その他 (1) 外周に風圧に耐える措置が施されていること。 

(2) けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

(3) 綿、麻その他これらに類する布製の暖簾とするこ

と。 

提灯 

（「提灯」とは、竹等の伸縮性

のある枠に紙等を貼り、建築物

又は工作物を利用して設置す

るもので容易に取りはずすこ

とができるものをいう。） 

表示面積 １営業所等につき総表示面積 1 平方メートル以内、かつ、

1 基につき 0.5 平方メートル以内 

表示内容 自家用広告物等（店名若しくは商標に限る。）とすること。

（当該区域内の案内に係るもの及び当該区域に関連する

おどりその他これらに類するものの催し等に係るものに

ついては、この限りでない。）  

色彩 (1) 広告物の地の色は、白又は赤色に限る。（着色を施
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していない和紙の色彩を使用するもの並びに当該区域内

の案内に係るもの及び当該区域に関連するおどりその他

これらに類するものの催し等に係るものについては、こ

の限りでない。） 

(2) 広告物に使用できる色数は、有彩色を 1 色までと

し、合計 3 色以内とする。（当該区域内の案内に係るもの

及び当該区域に関連するおどりその他これらに類するも

のの催し等に係るものについては、この限りでない。） 

その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

はり紙 

 

表示面積 1.5 平方メートル以内 

表示個数 １営業所等につきはり紙、はり札及び立看板等の合計 10

個以内（当該区域内の案内に係るもの及び当該区域に関

連するおどりその他これらに類するものの催し等に係る

ものを除く。） 

その他 (1) けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

(2) 同じ内容のものを複数掲出しないこと。 

はり札等 

 

表示面積 1.0 平方メートル以内 

表示個数 １営業所等につきはり紙、はり札及び立看板等の合計 10

個以内（当該区域内の案内に係るもの及び当該区域に関

連するおどりその他これらに類するものの催し等に係る

ものを除く。） 

その他 (1) けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

(2) 同じ内容のものを複数掲出しないこと。 

立看板等 

 

高さ 地上からの高さ 1.2 メートル以下 

表示面積 1 営業所等につき 1.2 平方メートル以内、かつ、1 面 0.6

平方メートル以内 

大きさ 横 1 メートル以下 

表示個数 １営業所等につきはり紙、はり札及び立看板等の合計 10

個以内（ただし、当該区域内の案内に係るもの及び当該

区域に関連するおどりその他これらに類するものの催し

等に係るものを除く。） 

その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

 

（イ）東堀・西堀・古町通ゾーン 

種類 基準 

全ての広告物等共通 表示又は設

置禁止 

(1) 非自家用広告物等（当該区域内の案内に係るもの及

び当該区域に関連するおどりその他これらに類するもの

の催し等に係るものについては、この限りではない。） 

(2) 可変表示式広告物（1 基につき 0.5 平方メートルを

超えないものは、この限りでない。） 

(3) 投影広告物（当該区域に関連するおどりその他これ

らに類するものの催し等に係るものについては、この限

りでない。） 

照明 (1) 点滅・回転する照明及び輝度が変化する照明は、使
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用しないこと。（法令に基づくもの及び警告若しくは交通

規制等の用に供するもので公衆の安全を図るために必要

のものは、この限りでない。） 

(2)  ネオン照明その他これに類する照明は、使用しな

いこと。（1基につき0.5平方メートルを超えないものは、

この限りでない。） 

建

築

物

又

は

工

作

物

を

利

用

す

る

も

の 

屋上広告 

 

表示数 1 面につき 1 広告内容（1 広告主）であること。 

高さ 15 メートル以下、かつ、地上から広告物等を設置する箇

所までの高さの 3 分の 2 以下 

地上からの高さ 48 メートル以下 

表示面積 鉄筋コンクリート造若しくは鉄骨造又はこれらに類する

強度を持つ建築物を利用するもの 

設置する 1 建物につき総表示面積 300 平方メートル以

内、かつ、1 面あたり 100 平方メートル以内 

上記以外のもの 

設置する１建物につき総表示面積 30 平方メートル以

内 

表示位置 設置する建物の壁面の端から突き出さないこと。（照明機

器等を除く。） 

その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

壁面広告 

 

高さ 地上からの高さ 15 メートル以下（自家用広告物等（ビル

若しくは建物の名称又は店名及び社章に限る。）を除く。） 

表示面積 設置する壁面の面積の 4 分の 1 以内（複数設置する場合

は、壁面毎の総表示面積を対象とする。） 

表示位置 (1) 壁面の端から突き出さないものであること。 

(2) 窓又は開口部をふさがないものであること。 

その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

突出広告 

 

表示個数 1 壁面につき 3 個以内（自家用広告物等で、表示個数が

別表 2(2)条例第 10 条第 2 項第 1 号に掲げる広告物等の

項の基準に適合するものを除く。） 

道路への突

出幅 

1 メートル以下 

広告物等の

下端までの

高さ 

歩道上  

地上から 2.5 メートル以上 

車道上及び歩車道の区分のない道路上 

 地上から 4.5 メートル以上 

その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

電

柱

又

は

街

灯

柱

巻付広告及び直接塗装広告 

 

表示個数 柱 1 本につき 1 個 

長さ 1.5 メートル以下 

広告物等の

下端までの

高さ 

地上から 1.2 メートル以上 

その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

袖付広告 表示個数 柱１本につき 1 個 
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等

を

利

用

す

る

も

の 

 長さ 1.5 メートル以下 

突出幅 0.8 メートル以下 

広告物等の

下端までの

高さ 

歩道上 

地上から 2.5 メートル以上 

車道上及び歩車道の区分のない道路上 

地上から 4.5 メートル以上 

掲出方向 原則として道路の外側 

その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

広

告

塔 

又

は

広

告

板 

野立て広告塔 

野立て広告板 

 

高さ 地上からの高さ 6 メートル以下 

表示面積 30 平方メートル以内（1 面 15 平方メートル以内） 

その他 (1) 交通の見通し及び道路標識の視認性を妨げないこ

と。 

(2) けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

条

例

第

６

条

第

５

号

に

規

定

す

る

も

の 

アーチ広告 

 

広告物等の

下端までの

高さ 

歩道上 

 地上から 3.5 メートル以上 

車道上及び歩車道の区分のない道路上 

 地上から 5.0 メートル以上 

その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

アドバルーン 

 

大きさ等 (1) 長さ 10 メートル以下、幅 1.5 メートル以下の布片

等に表示し、主綱に十分緊結すること。 

(2) 掲揚中に建築物又は工作物に接触しないものであ

ること。 

その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

つり下げ広告 

 

表示面積 4 平方メートル以下 

広告物等の

下端までの

高さ 

歩道上 

地上から 2.5 メートル以上 

車道上及び歩車道の区分のない道路上 

地上から 4.5 メートル以上 

その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

広告幕 

 

大きさ 幅 1.2 メートル以下、長さ 15 メートル以下 

広告物等 

の下端まで

の高さ 

歩道上 

 地上から 3.5 メートル以上 

車道上及び歩車道の区分のない道路上 

 地上から 5 メートル以上 

その他 (1) 外周に風圧に耐える措置が施されていること。 

(2) けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

懸垂幕 

 

大きさ 布状のものの幅 1.8 メートル以下、長さ 20 メートル以下 

表示面積 30 平方メートル以内 

個数 設置する壁面につき５個以内 

その他 (1) 外周に風圧に耐える措置が施されていること。 

(2) けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 
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はり紙 

 

表示面積 1.5 平方メートル以内 

その他 (1) けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

(2) 同じ内容のものを複数掲出しないこと。 

はり札等 

 

表示面積 1.0 平方メートル以内 

その他 (1) けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

(2) 同じ内容のものを複数掲出しないこと。 

広告旗 

 

大きさ 縦 2 メートル以下、横 1 メートル以下 

その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

立看板等 

 

大きさ 縦 2 メートル以下、横 1 メートル以下 

その他 けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

注１ これらの表において自家用広告物等とは、自己の氏名、名称、店名若しくは商標又は自己の事業若しくは営業

の内容を表示するため、自己の住所又は事業所、営業所若しくは作業場に表示し、又は設置する広告物等をいう。 

２ これらの表において管理用広告物等とは、自己の管理する土地又は物件に管理上の必要に基づき表示し、又は

設置する広告物等をいう。 

３ これらの表において非自家用広告物等とは、自家用広告物等及び管理用広告物等以外の広告物等をいう。 

 ４ これらの表において可変表示式広告物とは、電光ニュース板、電光広告板、映像装置その他の常時表示内容を

変えることができる広告物をいう。 

 ５ これらの表において投影広告物とは、建築物等に光で投影する方法により表示される広告物をいう。 

６ これらの表において地の色とは、文字や図形の背景となる部分の色をいう。 

７ これらの表に定めのない種類の広告物等に係る基準については、これらの表に定める種類の基準との均衡等を

考慮して市長が別に定める。 

 

(３) 特別区域の変更に伴う広告物の規格等の経過措置 

ア 変更後の新潟市景観計画により前号に定める規格が施行される日前に、新潟市屋外広告物条例

の規定により許可を受けている広告物等の規格については、前号に定める規格にかかわらず、当

該許可の期間が満了するまでの間（当該広告物等のうち改修、移転又は除却が容易でないと市長

が認める広告物等の規格については、当分の間）、なお従前の例による。ただし、当該許可を受け

ている広告物等について同条例第4条第1項に規定する変更又は改造の許可を受けようとする場合

は、この限りでない。 

イ 変更後の新潟市景観計画により前号に定める規格が施行される日前に適法に表示され、又は設

置されている広告物等（アに規定するものを除く。）の規格については、前号に定める規格にかか

わらず、当分の間、なお従前の例による。ただし、当該広告物等の変更又は改造（同条例施行規

則第8条に規定する軽微な変更又は改造を除く。）をしようとする場合は、この限りでない。 
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新潟 市景 観 計画  新 旧対 照表 （案）  
変  更  案  現     行  

 

新  潟  市  景  観  計  画  

 

 

１  景観 計 画区 域 (法第 ８条 第２ 項第１ 号関 係 ) 

 

(１ ) 景観 計 画区 域  

新潟市全域 を景観計 画区域とす る。  

 

(２ ) 区域 の 区分  （ 略）  

 景観計画 区域の 中で 、その 地域の特 性 に応じた景 観形 成を進 める必要 がある区 域

を「 特別区 域」、 特 別区域以外 を「一般 区域」と区 分する 。  

    特 別区域に は、下記の ５地区を 設定す る。  

    

 地区名  地区の概 況  

ア  二 葉 町 １ 丁 目 １ 区 地

区  

日 本 海 や 松 林 に 隣 接 し ， 中 心 市 街 地 に 近 接 し た 閑 静 な

住宅地であ り，「 都 市景観形成 地区」に 指定 された 地区。 

(面積  約 3.4ha) 

イ  

 

信 濃 川 本 川 大 橋 下 流

沿岸地区  

本 市 を 代 表 す る 景 観 の ひ と つ と し て ， 将 来 に わ た っ て

市民共通の 資産とし て，景観 形成を 図るべ き地区。  

(面積  約 133.7ha) 

ウ  旧 齋 藤 家 別 邸 周 辺 地

区  

江 戸 時 代 か ら 続 く 料 亭 ， 明 治 や 大 正 期 に 建 築 さ れ た 実

業 家 や 豪 商 の 旧 別 荘 と い っ た 歴 史 的 建 造 物 が 建 ち 並 ぶ 地

区。  

 (面積  約 1.6ha) 

エ  旧 小 澤 家 住 宅 周 辺 地

区  

廻船問屋で あった旧 小澤家住 宅（ 新潟 市文化 財）をはじ

め と す る 歴 史 的 な 町 屋 が 建 ち 並 ぶ ， み な と ま ち 新 潟 を 象

徴する景観 として保 全を図る べき地 区。  

（面積  約 0.8ha）  

オ  古町花街地 区  江戸時代に さかのぼ る全国随 一の 料亭を はじめ、茶

屋・置屋な どの歴史 的な花街 建築が 集中し 、新潟の 芸妓

文化と伝統 的な花街 を象徴す る景観 として 保存を図 るべ

き地区。  

（面積  約 5.3ha）  

 

 

「 特別区域 は、計画 図表示のと おり。」  

 

 

新  潟  市  景  観  計  画  

 

 

１  景観 計画区 域 (法第 ８条 第 ２項 第１ 号関係 ) 

 

(１ ) 景観 計 画区 域  

新潟市全域 を景観計 画区域 とする 。  

 

(２ ) 区域 の 区分  （略 ）  

 景 観計画区域の 中 で、そ の地域 の特性 に応 じた景 観形成を 進める必要 がある区 域

を「特別区 域」、 特 別区域以外 を「一般 区域」 と区分 する。  

    特 別区域に は、下記 の４地 区を 設定する。  

    

 地区名  地 区の概況  

ア  二 葉 町 １ 丁 目 １ 区 地

区  

日 本 海 や 松 林 に 隣 接 し ， 中 心 市 街 地 に 近 接 し た 閑 静 な

住宅地であ り，「 都 市景観形 成地 区」に 指定された 地区。 

(面積  約 3.4ha) 

イ  

 

信 濃 川 本 川 大 橋 下 流

沿岸地区  

本 市 を 代 表 す る 景 観 の ひ と つ と し て ， 将 来 に わ た っ て

市民共通の 資産と して， 景観形 成を図る べき地区。  

(面積  約 133.7ha) 

ウ  旧 齋 藤 家 別 邸 周 辺 地

区  

江 戸 時 代 か ら 続 く 料 亭 ， 明 治 や 大 正 期 に 建 築 さ れ た 実

業 家 や 豪 商 の 旧 別 荘 と い っ た 歴 史 的 建 造 物 が 建 ち 並 ぶ 地

区。  

 (面積  約 1.6ha) 

エ  旧 小 澤 家 住 宅 周 辺 地

区  

廻船問屋で あっ た旧小 澤家住宅（新潟 市 文化財）をはじ

め と す る 歴 史 的 な 町 屋 が 建 ち 並 ぶ ， み な と ま ち 新 潟 を 象

徴する景観 として 保全を 図るべ き地区。  

（面積  約 0.8ha）  

 

 

 

 

 

 

 

「特別区域 は、計画 図表示の とおり 。」  

 

資料３  
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２  良好 な 景観 の形 成に 関す る 方針 (法 第８ 条第 ３ 項関 係 ) 

 

(１ ) 基本 理 念  (略 ) 

  

(２ ) 基本 目 標  (略 ) 

 

(３ ) 実現 に 向け ての 基本 姿勢  (略 ) 

  

(４ ) 基本 方 針  (略 ) 

 

(５ ) 特別 区 域の 方針  

ア  二葉町 １丁目１ 区地区  (略 ) 

 

イ  信濃川 本川大橋 下流沿岸 地区  (略 ) 

 

   ウ  旧齋藤家 別邸周辺地 区  (略 ) 

 

エ  旧小澤 家住宅周 辺地区  (略 ) 

 

オ  古町花 街地区  

（ア） まち なみを 構成 する 歴史的 建造 物の保 全を図 り、 全国 随一の 料亭 中心の 伝

統 的花街と して歴史 的な風情を 感じる景 観づ くりを 進める。  

（イ）新道沿 いの空 間は、細街路 に建物 が建ち並ぶ 景観を保 全し 、芸妓 に似合 う、

和 の風情を 基調とし た景観づく りを進め る。  

（ウ） 東堀 ・西堀 ・古 町通 沿いの 空間 は、花 街の趣 きを 感じ つつ、 活気 ある景 観

づ くりを進 める。  

（エ） 歴史 的建造 物は 、歴 史的な 価値 を尊重 した修 理・ 復原 を図り 、歴 史的建 造

物 以外の建 造物は、地区の特性 を踏ま えた修 景を図 ることで 、オーセンティ

シ ティを重 視した景 観づくりを 進める。  

  （オ）道路空間 に おいては、歴 史的な まちなみと 調和した 素材を 用い るなど、質

の 高い景観 づくりを 進める。  

 

３  良好 な 景観 の形 成の ため の 行為 の制限 に関 する 事項 (法 第８ 条第 ２ 項第 ２号 関係 )  
 
(１ ) 一 般区 域（ 略）  
 
(２ ) 特 別区 域  
 
ア  二葉町 １丁目１ 区地区（略 ）  
 

 

２  良好 な景観 の形 成に 関す る 方針 (法 第８条 第３ 項関 係 ) 

 

(１ ) 基本 理 念  (略 ) 

  

(２ ) 基本 目 標  (略 ) 

 

(３ ) 実現 に 向け て の基 本姿 勢  (略 ) 

  

(４ ) 基本 方 針  (略 ) 

 

(５ ) 特別 区 域の 方 針  

ア  二葉町 １丁目 １区 地区  (略 ) 

 

イ  信濃川 本川大 橋下 流沿岸地 区  (略 ) 

 

   ウ  旧齋藤家 別邸周辺 地区  (略 ) 

 

エ  旧小澤 家住宅周 辺地区  (略 ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  良好 な景観 の形 成の ため の 行為 の制 限に 関す る事 項 (法第 ８条 第２ 項第 ２号 関係 )  
 
(１ ) 一 般区 域（ 略 ）  
 
(２ ) 特 別区 域  
 
ア  二葉町 １丁目１ 区地区（ 略）  
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イ  信濃川 本川大橋 下流沿岸地 区（略）  

 
ウ  旧齋藤 家別邸周 辺地区（略 ）  
 
エ  旧小澤 家住宅周 辺地区（略 ）  
 
オ  古町花 街地区  
 
届 出対象行 為（新道 ゾーン）  

(ア )  建 築 物 の 新 築 、 増 築 、 改 築 又 は 移 転  

(イ )  建 築 物 の 道 路 か ら 見 え る 外 観 を 変 更 す る こ と と な る 修 繕 若 し く は 模 様 替 又 は 色 彩 の 変 更  

   た だ し 、 当 該 変 更 部 分 が 特 定 屋 内 広 告 物 の み に 係 る も の を 除 く  

(ウ )  工 作 物 の 新 設 、 増 築 、 改 築 又 は 移 転  

(エ )  工 作 物 の 道 路 か ら 見 え る 外 観 を 変 更 す る こ と と な る 修 繕 若 し く は 模 様 替 又 は 色 彩 の 変 更  

(オ )  道 路 か ら 見 え る 木 竹 の 植 栽 又 は 伐 採  

 

届 出対象行 為（東堀 ・西堀・古 町通ゾー ン）  

(ア )  建 築 物 の 新 築 、 増 築 、 改 築 又 は 移 転  

(イ )  建 築 物 の 道 路 か ら 見 え る 外 観 を 変 更 す る こ と と な る 修 繕 若 し く は 模 様 替 又 は 色 彩 の 変 更  

   た だ し 、 当 該 変 更 部 分 の 面 積 の 合 計 が 10 平 方 メ ー ト ル 未 満 の も の を 除 く  

(ウ )  工 作 物 の 新 設 、 増 築 、 改 築 又 は 移 転  

(エ )  工 作 物 の 道 路 か ら 見 え る 外 観 を 変 更 す る こ と と な る 修 繕 若 し く は 模 様 替 又 は 色 彩 の 変 更  

   た だ し 、 当 該 変 更 部 分 の 面 積 の 合 計 が 10 平 方 メ ー ト ル 未 満 の も の を 除 く  

(オ )  道 路 か ら 見 え る 木 竹 の 植 栽 又 は 伐 採  

 

景 観形成基 準（新道 ゾーン）  

対 象 事 項  景 観 形 成 基 準 (行 為 制 限 )  

建

築

物  

高 さ  

○ 市 道 中 央 ３ － ８ ０ 号 線 の 道 路 中 心 線 よ り 南 側 の 敷 地 は 、 敷 地 地 盤 面 か ら ４ ０ メ

ー ト ル 以 下 、 市 道 中 央 ３ － ８ ０ 号 線 の 道 路 中 心 線 か ら 北 側 の 敷 地 は 、 敷 地 地 盤

面 か ら ３ ０ メ ー ト ル 以 下 と す る こ と 。た だ し 、こ の 特 別 区 域 施 行 の 際 、こ れ を 超

え て い た 建 築 物 の 増 築 又 は 改 築 に つ い て は 、 既 存 の 高 さ を 超 え な い こ と 。  

● 新 道 に 面 す る 部 分 は 、２ 階 建 て を 中 心 と し た ま ち な み の 連 続 性 を 維 持 す る た め 、

２ 階 建 て と す る よ う 努 め る こ と 。  

配 置  

○ 歴 史 的 建 築 物 の 壁 面 の 位 置 は 、 既 存 の 位 置 を 維 持 す る こ と 。 た だ し 、 建 築 当 初

の 外 観 を 尊 重 し て 復 原 す る た め に 位 置 を 変 更 す る 場 合 は 、 こ の 限 り で は な い 。  

● 歴 史 的 建 築 物 以 外 の 新 道 ゾ ー ン の ３ 階 以 上 の 壁 面 は 、 ２ 階 以 下 の 壁 面 よ り １ ．

８ メ ー ト ル 以 上 後 退 す る こ と 。 た だ し 、 こ の 特 別 区 域 施 行 の 際 、 こ れ を 超 え て

い た 建 築 物 の 増 築 又 は 改 築 に つ い て は 、 既 存 の 壁 面 の 位 置 を 超 え な い こ と 。  

● 歴 史 的 建 築 物 以 外 の 新 道 ゾ ー ン の ２ 階 以 下 の 壁 面 は 、 周 辺 と の 壁 面 の 連 続 性 を

維 持 す る た め 、 新 道 の 道 路 境 界 に 近 接 さ せ る よ う 努 め る こ と 。 た だ し 、 や む を

イ  信濃川 本川大橋 下流沿岸 地区（ 略）  

 
ウ  旧齋藤 家別邸周 辺地区（ 略）  
 
エ  旧小澤 家住宅周 辺地区（ 略）  
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得 ず 後 退 す る 場 合 は 、 新 道 の 道 路 境 界 か ら ３ メ ー ト ル 以 内 の 後 退 を 標 準 と し 、

新 道 の 道 路 境 界 に 近 接 さ せ て 門 、 塀 又 は 庭 を 設 置 す る な ど 、 周 辺 と の 壁 面 の 連

続 性 を 維 持 す る よ う 努 め る こ と 。  

形 態 意  

匠 及 び  

色 彩  

○ 歴 史 的 建 築 物 は 、 建 築 当 初 の 外 観 を 尊 重 し て 維 持 や 復 原 を す る こ と 。 た だ し 、

こ れ が 難 し い 場 合 は 、 歴 史 的 な ま ち な み に 調 和 し た 素 材 や 工 法 を 採 用 す る こ

と 。  

○ 歴 史 的 建 築 物 以 外 の 建 築 物 は 、 歴 史 的 な ま ち な み に 調 和 し た 外 観 と す る こ と 。

た だ し 、 歴 史 的 建 築 物 で 用 い ら れ る 意 匠 の 安 易 な 模 倣 は 避 け る こ と 。  

○ 歴 史 的 建 築 物 の 外 壁 は 、 古 町 花 街 建 築 の 特 徴 で あ る 縦 羽 目 板 張 り な ど 、 建 築 当

初 に 使 用 さ れ て い た 素 材 や 工 法 に よ る 維 持 や 復 原 を 基 本 と す る こ と 。  

○ 歴 史 的 建 築 物 の 軒 及 び 庇 は 、 古 町 花 街 建 築 の 特 徴 で あ る 軒 裏 及 び 庇 裏 の 垂 木 表

し な ど 、 建 築 当 初 に 使 用 さ れ て い る 素 材 や 工 法 に よ る 維 持 や 復 原 を 基 本 と す る

こ と 。  

○ 歴 史 的 建 築 物 の 屋 根 形 状 は 、 建 築 当 初 の 形 状 を 維 持 し 、 又 は そ の 形 状 が 改 変 さ

れ て い る 場 合 は 復 原 を 基 本 と す る こ と 。 歴 史 的 建 築 物 以 外 の 屋 根 形 状 は 、 二 方

向 以 上 に 流 れ る 勾 配 屋 根 と す る よ う 努 め る こ と 。  

○ 歴 史 的 建 築 物 の 細 部 意 匠 は 、 古 町 花 街 建 築 の 特 徴 で あ る 曲 面 上 裏 、 透 か し 彫 り

の 欄 間 細 工 、 開 口 部 の 目 隠 し 板 や 格 子 な ど 、 建 築 当 初 に 使 用 さ れ た 意 匠 の 維 持

や 復 原 を 基 本 と す る こ と 。  

○ 木 材 、 漆 く い 、 石 、 日 本 瓦 そ の 他 の 当 該 区 域 内 に あ る 歴 史 的 建 築 物 の 建 築 当 初

に 使 用 さ れ て い た 自 然 素 材 等 を 積 極 的 に 用 い る よ う 努 め る こ と 。 自 然 素 材 等 を

使 用 し な い 場 合 は 、 過 度 な 光 沢 の な い も の と す る こ と 。  

● 新 道 側 に 表 側 を 見 せ る こ と 。  

● 新 道 ゾ ー ン の 建 具 は 木 製 を 基 本 と し 、 ア ル ミ そ の 他 の 素 材 を 用 い る 場 合 に は 縦

桟 又 は 格 子 を つ け る よ う 努 め る こ と 。  

● 新 道 ゾ ー ン で は 、 シ ャ ッ タ ー を 使 用 し な い よ う 努 め る こ と 。  

● 新 道 ゾ ー ン の 外 壁 の 基 調 色 は 、 マ ン セ ル 値 に よ る も の と し 、 次 の 表 の と お り と

す る こ と 。 た だ し 、 歴 史 的 建 築 物 の 建 築 当 初 か ら 使 用 さ れ て い る 材 料 の 色 彩 又

は 着 色 を 施 し て い な い 木 材 若 し く は 漆 く い の 色 彩 は 、 こ の 限 り で は な い 。  

 

色 相  明 度  彩 度  

無 彩 色  ２ 以 上 8.5 以 下  - 

10Ｒ ～ ５ Ｙ  

２ 以 上 ７ 以 下  

４ 以 下  

上 記 以 外  ２ 以 下  

 

● 新 道 ゾ ー ン の 外 壁 の 強 調 色 （ ア ク セ ン ト カ ラ ー ） は 、 色 相 、 明 度 及 び 彩 度 を 限

定 せ ず 、 使 用 部 分 を ２ 階 以 下 の 部 分 に 限 る も の と し 、 そ の 使 用 面 積 （ 複 数 の 強

調 色 を 使 用 す る 場 合 は 、 そ の 合 計 面 積 ） は 、 使 用 す る 外 壁 面 の ２ 階 以 下 の 部 分

の 面 積 の ２ ０ 分 の １ 以 下 と す る こ と 。 た だ し 、 歴 史 的 建 築 物 の 建 築 当 初 か ら 使
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用 さ れ て い る 材 料 の 色 彩 又 は 着 色 を 施 し て い な い 木 材 若 し く は 漆 く い の 色 彩

は 、 こ の 限 り で は な い 。  

○ 外 部 に 面 す る 建 具 の 色 彩 は 、 茶 系 、 黒 褐 色 系 又 は グ レ ー 系 （ シ ル バ ー を 除 く ）

を 基 本 と す る こ と 。 た だ し 、 歴 史 的 建 築 物 の 建 築 当 初 か ら 使 用 さ れ て い る 材 料

の 色 彩 は 、 こ の 限 り で は な い 。  

○ 勾 配 屋 根 や 庇 の 色 彩 は 、 黒 又 は グ レ ー 系 を 基 本 と し 、 銅 板 の 場 合 は 、 素 材 色 又

は 緑 青 色 と す る こ と 。 た だ し 、 歴 史 的 建 築 物 の 建 築 当 初 か ら 使 用 さ れ て い る 材

料 の 色 彩 は 、 こ の 限 り で は な い 。  

○ 色 数 は 、 で き る 限 り 少 な く す る と と も に 、 複 数 の 色 を 使 用 す る 場 合 は 、 色 の 三

属 性 （ 色 相 ： 色 あ い 、 明 度 ： 明 る さ 、 彩 度 ： あ ざ や か さ ） の 対 比 が 強 く な ら な

い よ う 努 め る こ と 。  

特 定 屋

内 広 告

物  

● 新 道 ゾ ー ン の 特 定 屋 内 広 告 物 は 、 建 築 物 の １ 階 以 下 の 部 分 に あ っ て は 、 住 所 又

は １ つ の 事 業 所 、 営 業 所 若 し く は 作 業 場 （ 以 下 、「 １ 営 業 所 等 」 と い う 。） に つ

き 、 総 表 示 面 積 を 1平 方 メ ー ト ル 以 内 と す る こ と と し 、 建 築 物 の 2階 以 上 の 部 分

に あ っ て は 、 表 示 し な い も の と す る こ と 。  

● 新 道 ゾ ー ン で は 、 可 変 表 示 式 広 告 物 を 表 示 又 は 設 置 し な い こ と 。  

● 新 道 ゾ ー ン で は 、 ネ オ ン 照 明 そ の 他 こ れ に 類 す る 照 明 を 使 用 し な い こ と 。  

〇 点 滅 ・ 回 転 す る 照 明 及 び 輝 度 が 変 化 す る 照 明 を 使 用 し な い こ と 。 た だ し 、 法 令

に 基 づ く も の 及 び 警 告 若 し く は 交 通 規 制 等 の 用 に 供 す る も の で 公 衆 の 安 全 を 図

る た め に 必 要 の も の は 、 こ の 限 り で な い 。  

建 築 設  

備 等  

○ 室 外 機 、 屋 外 配 管 及 び 太 陽 光 発 電 設 備 そ の 他 の 建 築 設 備 並 び に 屋 外 階 段 は 、 道

路 か ら 見 え る 位 置 に 設 置 し な い よ う 努 め る こ と 。 た だ し 、 や む を 得 ず 道 路 か ら

見 え る 位 置 に 設 置 す る 場 合 は 、 歴 史 的 な ま ち な み と 調 和 し た 色 彩 、 目 隠 し そ の

他 の 意 匠 に よ り 修 景 す る よ う 努 め る こ と 。  

○ 架 空 の 不 要 な 電 線 類 は 撤 去 す る よ う 努 め る こ と 。  

○ 照 明 の 色 温 度 は 、 3 , 0 0 0ケ ル ビ ン 以 下 を 基 本 と す る こ と 。  

○ 点 滅 ・ 回 転 す る 照 明 及 び 輝 度 が 変 化 す る 照 明 は 、 使 用 し な い こ と 。 た だ し 、 法

令 に 基 づ く も の 及 び 警 告 又 は 交 通 規 制 等 の 用 に 供 す る も の で 公 衆 の 安 全 を 図 る

た め に 必 要 の も の は 、 こ の 限 り で は な い 。  

○ 建 築 物 や 植 栽 の ラ イ ト ア ッ プ 、 行 灯 ・ 提 灯 な ど の 明 か り の 工 夫 な ど に よ り 、 明

る す ぎ ず 暗 す ぎ る こ と の な い 、 風 情 あ る 夜 間 景 観 の 創 出 に 努 め る こ と 。  

○ 照 明 器 具 や 光 源 が 見 え な い 工 夫 及 び 間 接 光 や 拡 散 光 に よ る 柔 ら か い 灯 り に よ る

演 出 の 工 夫 に 努 め る こ と 。  

外 構  

○ 歴 史 的 建 築 物 に 門 、塀 又 は 庭 等 が あ る 場 合 は 、維 持 や 復 原 す る よ う 努 め る こ と 。 

● 新 道 ゾ ー ン に 屋 外 駐 車 ス ペ ー ス を 設 け る 場 合 は 、 新 道 の 道 路 境 界 沿 い に 門 又 は

塀 等 を 設 置 し 、 周 囲 と の 壁 面 の 連 続 性 を 維 持 す る よ う 努 め る こ と 。  

● 新 道 ゾ ー ン の 外 構 舗 装 は 、 新 道 の 石 畳 と 調 和 す る 色 彩 や 素 材 の 使 用 に 努 め る こ

と 。  

工

作

形 態 意  

匠 及 び  

○ 歴 史 的 工 作 物 は 、建 築 当 初 の 外 観 を 尊 重 し て 維 持 や 復 原 を す る こ と 。た だ し 、こ

れ が 難 し い 場 合 は 、 歴 史 的 な ま ち な み に 調 和 し た 素 材 や 工 法 を 採 用 す る こ と 。  
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備 考  ○ は 新 道 ゾ ー ン 及 び 東 堀 ・ 西 堀 ・ 古 町 通 ゾ ー ン 共 通 の 基 準 、 ● は そ れ ぞ れ の ゾ ー ン ご と の

基 準 を 示 す 。  

注 １  新 道 と は 、 市 道 中 央 ３ － ８ １ 号 線 の う ち 市 道 西 大 畑 町 秣 川 岸 通 線 と 直 交 す る ま で の 北 側 の

区 間 及 び 市 道 中 央 ３ － ８ ２ 号 線 を い う 。  

２  歴 史 的 建 築 物 と は 、 建 築 基 準 法 施 行 の 際 、 現 に 存 す る 建 築 物 を い う 。  

３  歴 史 的 工 作 物 と は 、 建 築 基 準 法 施 行 の 際 、 現 に 存 す る 工 作 物 を い う 。  

４  特 定 屋 内 広 告 物 と は 、 次 に 掲 げ る も の を い う 。  

  (1 ) 建 築 物 の 窓 そ の 他 の 開 口 部 （ 建 築 物 の 内 部 を 見 通 す こ と が で き る 壁 面 を 含 む 。 ） に 設 け

ら れ た ガ ラ ス そ の 他 こ れ ら に 類 す る も の の 内 側 の 面 （ 以 下 、 「 屋 内 面 」 と い う 。 ） に 直

接 描 き 、 又 は 直 接 貼 付 し て 、 常 時 又 は 一 定 の 期 間 継 続 し て 屋 外 の 公 衆 に 表 示 す る 広 告 物

等  

物  色 彩  ○ 歴 史 的 工 作 物 以 外 の 工 作 物 は 、 歴 史 的 な ま ち な み に 調 和 し た 外 観 と す る こ と 。

た だ し 、 歴 史 的 工 作 物 で 用 い ら れ る 意 匠 の 安 易 な 模 倣 は 、 避 け る こ と 。  

○ ア ン テ ナ や 通 信 用 鉄 塔 等 は 、で き る だ け 高 さ を 抑 え 、形 状 を 細 く し 、道 路 か ら 見

え に く い 位 置 に 設 置 す る こ と 。  

● 新 道 ゾ ー ン で ゴ ミ 庫 及 び 自 動 販 売 機 を 設 置 す る 場 合 は 、 道 路 か ら 見 え に く い 位

置 に 設 置 す る か 、 歴 史 的 な ま ち な み と 調 和 し た 色 彩 、 目 隠 し そ の 他 の 意 匠 に よ

り 修 景 す る こ と 。  

● 新 道 ゾ ー ン の 駐 車 場 に は 、 新 道 の 道 路 境 界 沿 い に 門 又 は 塀 等 を 設 置 し 、 周 囲 と

の 壁 面 の 連 続 性 を 維 持 す る よ う 努 め る こ と 。  

● 新 道 ゾ ー ン の 基 調 色 は 、 マ ン セ ル 値 に よ る も の と し 、 次 の 表 の と お り と す る こ

と 。 た だ し 、 歴 史 的 工 作 物 の 建 築 当 初 か ら 使 用 さ れ て い る 材 料 の 色 彩 又 は 着 色

を 施 し て い な い 木 材 若 し く は 漆 く い の 色 彩 は 、 こ の 限 り で は な い 。  

 

色 相  明 度  彩 度  

無 彩 色  ２ 以 上 8.5 以 下  - 

10Ｒ ～ ５ Ｙ  

２ 以 上 ７ 以 下  

４ 以 下  

上 記 以 外  ２ 以 下  

 

● 新 道 ゾ ー ン の 強 調 色（ ア ク セ ン ト カ ラ ー ）は 、色 相 、明 度 及 び 彩 度 を 限 定 せ ず 、

使 用 部 分 を ７ メ ー ト ル 以 下 の 部 分 に 限 る も の と し 、 そ の 使 用 面 積 （ 複 数 の 強 調

色 を 使 用 す る 場 合 は 、そ の 合 計 面 積 ）は 、使 用 す る ７ メ ー ト ル 以 下 の 部 分 の 面 積

の ２ ０ 分 の １ 以 下 と す る こ と 。 た だ し 、 歴 史 的 工 作 物 の 建 築 当 初 か ら 使 用 さ れ

て い る 材 料 の 色 彩 又 は 着 色 を 施 し て い な い 木 材 若 し く は 漆 く い の 色 彩 は 、 こ の

限 り で は な い 。  

木 竹  

○ 既 存 の 植 栽 は 、 適 切 に 維 持 管 理 す る こ と 。  

● 新 道 ゾ ー ン の 樹 木 を 伐 採 し な い よ う 努 め る こ と 。  

● 新 道 ゾ ー ン に 植 樹 す る 場 合 は 、 当 該 区 域 内 の 歴 史 的 建 築 物 の 前 庭 に 用 い ら れ て

い る 樹 種 を 選 定 す る よ う 努 め る こ と 。  
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   (2 )  建 築 物 の 内 側 に お い て 表 示 す る も の の う ち 、 専 ら 屋 外 の 公 衆 に 表 示 す る 目 的 を も っ て 、

常 時 又 は 一 定 の 期 間 継 続 し て 屋 外 の 公 衆 に 表 示 す る 広 告 物 等  

５  可 変 表 示 式 広 告 物 と は 、電 光 ニ ュ ー ス 板 、電 光 広 告 板 、映 像 装 置 そ の 他 の 常 時 表 示 内 容 を 変

え る こ と が で き る 広 告 物 を い う 。  

 
景 観形成基 準（東堀 ・西堀・古 町通ゾー ン）  

対 象 事 項  景 観 形 成 基 準 (行 為 制 限 )  

建

築

物  

高 さ  

○ 市 道 中 央 ３ － ８ ０ 号 線 の 道 路 中 心 線 よ り 南 側 の 敷 地 は 、 敷 地 地 盤 面 か ら ４ ０ メ

ー ト ル 以 下 、 市 道 中 央 ３ － ８ ０ 号 線 の 道 路 中 心 線 か ら 北 側 の 敷 地 は 、 敷 地 地 盤

面 か ら ３ ０ メ ー ト ル 以 下 と す る こ と 。た だ し 、こ の 特 別 区 域 施 行 の 際 、こ れ を 超

え て い た 建 築 物 の 増 築 又 は 改 築 に つ い て は 、 既 存 の 高 さ を 超 え な い こ と 。  

配 置  
○ 歴 史 的 建 築 物 の 壁 面 の 位 置 は 、 既 存 の 位 置 を 維 持 す る こ と 。 た だ し 、 建 築 当 初

の 外 観 を 尊 重 し て 復 原 す る た め に 位 置 を 変 更 す る 場 合 は 、 こ の 限 り で は な い 。  

形 態 意  

匠 及 び  

色 彩  

○ 歴 史 的 建 築 物 は 、 建 築 当 初 の 外 観 を 尊 重 し て 維 持 や 復 原 を す る こ と 。 た だ し 、

こ れ が 難 し い 場 合 は 、 歴 史 的 な ま ち な み に 調 和 し た 素 材 や 工 法 を 採 用 す る こ

と 。  

○ 歴 史 的 建 築 物 以 外 の 建 築 物 は 、 歴 史 的 な ま ち な み に 調 和 し た 外 観 と す る こ と 。

た だ し 、 歴 史 的 建 築 物 で 用 い ら れ る 意 匠 の 安 易 な 模 倣 は 避 け る こ と 。  

○ 歴 史 的 建 築 物 の 外 壁 は 、 古 町 花 街 建 築 の 特 徴 で あ る 縦 羽 目 板 張 り な ど 、 建 築 当

初 に 使 用 さ れ た 素 材 や 工 法 に よ る 維 持 や 復 原 を 基 本 と す る こ と 。  

○ 歴 史 的 建 築 物 の 軒 及 び 庇 は 、 古 町 花 街 建 築 の 特 徴 で あ る 軒 裏 及 び 庇 裏 の 垂 木 表

し な ど 、 建 築 当 初 に 使 用 さ れ て い る 素 材 や 工 法 に よ る 維 持 や 復 原 を 基 本 と す る

こ と 。  

○ 歴 史 的 建 築 物 の 屋 根 形 状 は 、 建 築 当 初 の 形 状 を 維 持 し 、 又 は そ の 形 状 が 改 変 さ

れ て い る 場 合 は 復 原 を 基 本 と す る こ と 。 歴 史 的 建 築 物 以 外 の 屋 根 形 状 は 、 二 方

向 以 上 に 流 れ る 勾 配 屋 根 と す る よ う 努 め る こ と 。  

○ 歴 史 的 建 築 物 の 細 部 意 匠 は 、 古 町 花 街 建 築 の 特 徴 で あ る 曲 面 上 裏 、 透 か し 彫 り

の 欄 間 細 工 、 開 口 部 の 目 隠 し 板 や 格 子 な ど 、 建 築 当 初 に 使 用 さ れ た 意 匠 の 維 持

や 復 原 を 基 本 と す る こ と 。  

○ 木 材 、 漆 く い 、 石 、 日 本 瓦 そ の 他 の 当 該 区 域 内 に あ る 歴 史 的 建 築 物 の 建 築 当 初

に 使 用 さ れ て い た 自 然 素 材 等 を 積 極 的 に 用 い る よ う 努 め る こ と 。 自 然 素 材 等 を

使 用 し な い 場 合 は 、 過 度 な 光 沢 の な い も の と す る こ と 。  

● 東 堀 ・ 西 堀 ・ 古 町 通 ゾ ー ン の 外 壁 の 基 調 色 は 、 マ ン セ ル 値 に よ る も の と し 、 次

の 表 の と お り と す る こ と 。 た だ し 、 歴 史 的 建 築 物 の 建 築 当 初 か ら 使 用 さ れ て い

る 材 料 の 色 彩 又 は 着 色 を 施 し て い な い 木 材 若 し く は 漆 く い の 色 彩 は 、 こ の 限 り

で は な い 。  

 

色 相  明 度  彩 度  

無 彩 色  

２ 以 上 8.5 以 下  

- 

10Ｒ ～ ５ Ｙ  ４ 以 下  
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上 記 以 外  ２ 以 下  

 

● 東 堀 ・ 西 堀 ・ 古 町 通 ゾ ー ン の 外 壁 の 強 調 色 （ ア ク セ ン ト カ ラ ー ） は 、 色 相 、 明

度 及 び 彩 度 を 限 定 せ ず 、 使 用 部 分 を ２ 階 以 下 の 部 分 に 限 る も の と し 、 そ の 使 用

面 積 （ 複 数 の 強 調 色 を 使 用 す る 場 合 は 、 そ の 合 計 面 積 ） は 、 使 用 す る 外 壁 面 の

２ 階 以 下 の 部 分 の 面 積 の ２ ０ 分 の １ 以 下 と す る こ と 。 た だ し 、 歴 史 的 建 築 物 の

建 築 当 初 か ら 使 用 さ れ て い る 材 料 の 色 彩 又 は 着 色 を 施 し て い な い 木 材 若 し く は

漆 く い の 色 彩 は 、 こ の 限 り で は な い 。  

○ 外 部 に 面 す る 建 具 の 色 彩 は 、 茶 系 、 黒 褐 色 系 又 は グ レ ー 系 （ シ ル バ ー を 除 く ）

を 基 本 と す る こ と 。 た だ し 、 歴 史 的 建 築 物 の 建 築 当 初 か ら 使 用 さ れ て い る 材 料

の 色 彩 は 、 こ の 限 り で は な い 。  

○ 勾 配 屋 根 や 庇 の 色 彩 は 、 黒 又 は グ レ ー 系 を 基 本 と し 、 銅 板 の 場 合 は 、 素 材 色 又

は 緑 青 色 と す る こ と 。 た だ し 、 歴 史 的 建 築 物 の 建 築 当 初 か ら 使 用 さ れ て い る 材

料 の 色 彩 は 、 こ の 限 り で は な い 。  

○ 色 数 は 、 で き る 限 り 少 な く す る と と も に 、 複 数 の 色 を 使 用 す る 場 合 は 、 色 の 三

属 性 （ 色 相 ： 色 あ い 、 明 度 ： 明 る さ 、 彩 度 ： あ ざ や か さ ） の 対 比 が 強 く な ら な

い よ う 努 め る こ と 。  

特 定 屋

内 広 告

物  

● 東 堀 ・ 西 堀 ・ 古 町 通 ゾ ー ン の 特 定 屋 内 広 告 物 は 、 地 上 か ら の 高 さ 1 5メ ー ト ル 以

下 の 部 分 に あ っ て は 、 一 の 開 口 部 の 面 積 に 対 す る 当 該 開 口 部 に お け る １ 営 業 所

等 あ た り の 表 示 面 積 の 合 計 の 割 合 を ４ 分 の １ 以 内 と す る こ と と し 、 地 上 か ら の

高 さ 1 5メ ー ト ル を 超 え る 部 分 に あ っ て は 、 表 示 し な い も の と す る こ と 。  

● 東 堀 ・ 西 堀 ・ 古 町 通 ゾ ー ン で は 、 可 変 表 示 式 広 告 物 を 表 示 又 は 設 置 し な い こ

と 。 た だ し 、 1基 に つ き 0 . 5平 方 メ ー ト ル を 超 え な い も の は 、 こ の 限 り で な い 。  

● 東 堀 ・ 西 堀 ・ 古 町 通 ゾ ー ン で は 、 ネ オ ン 照 明 そ の 他 こ れ に 類 す る 照 明 を 使 用 し

な い こ と 。 た だ し 、 1基 に つ き 0 . 5平 方 メ ー ト ル を 超 え な い も の は 、 こ の 限 り で

な い 。  

〇 点 滅 ・ 回 転 す る 照 明 及 び 輝 度 が 変 化 す る 照 明 を 使 用 し な い こ と 。 た だ し 、 法 令

に 基 づ く も の 及 び 警 告 若 し く は 交 通 規 制 等 の 用 に 供 す る も の で 公 衆 の 安 全 を 図

る た め に 必 要 の も の は 、 こ の 限 り で な い 。  

建 築 設  

備 等  

○ 室 外 機 、 屋 外 配 管 及 び 太 陽 光 発 電 設 備 そ の 他 の 建 築 設 備 並 び に 屋 外 階 段 は 、 道

路 か ら 見 え る 位 置 に 設 置 し な い よ う 努 め る こ と 。 た だ し 、 や む を 得 ず 道 路 か ら

見 え る 位 置 に 設 置 す る 場 合 に は 、 歴 史 的 な ま ち な み と 調 和 し た 色 彩 、 目 隠 し そ

の 他 の 意 匠 に よ り 修 景 す る よ う 努 め る こ と 。  

○ 架 空 の 不 要 な 電 線 類 は 撤 去 す る よ う 努 め る こ と 。  

○ 照 明 の 色 温 度 は 、 3 , 0 0 0ケ ル ビ ン 以 下 を 基 本 と す る こ と 。  

○ 点 滅 ・ 回 転 す る 照 明 及 び 輝 度 が 変 化 す る 照 明 は 、 使 用 し な い こ と 。 た だ し 、 法

令 に 基 づ く も の 及 び 警 告 又 は 交 通 規 制 等 の 用 に 供 す る も の で 公 衆 の 安 全 を 図 る

た め に 必 要 の も の は 、 こ の 限 り で は な い 。  

○ 建 築 物 や 植 栽 の ラ イ ト ア ッ プ 、 行 灯 ・ 提 灯 な ど の 明 か り の 工 夫 な ど に よ り 、 明

る す ぎ ず 暗 す ぎ る こ と の な い 、 風 情 あ る 夜 間 景 観 の 創 出 に 努 め る こ と 。  
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備 考  ○ は 新 道 ゾ ー ン 及 び 東 堀 ・ 西 堀 ・ 古 町 通 ゾ ー ン 共 通 の 基 準 、 ● は そ れ ぞ れ の ゾ ー ン ご と の

基 準 を 示 す 。  

注 １  歴 史 的 建 築 物 と は 、 建 築 基 準 法 施 行 の 際 、 現 に 存 す る 建 築 物 を い う 。  

２  歴 史 的 工 作 物 と は 、 建 築 基 準 法 施 行 の 際 、 現 に 存 す る 工 作 物 を い う 。  

３  特 定 屋 内 広 告 物 と は 、 次 に 掲 げ る も の を い う 。  

  (1 ) 屋 内 面 に 直 接 描 き 、 又 は 直 接 貼 付 し て 、 常 時 又 は 一 定 の 期 間 継 続 し て 屋 外 の 公 衆 に 表 示

す る 広 告 物 等  

   (2 )  建 築 物 の 内 側 に お い て 表 示 す る も の の う ち 、 専 ら 屋 外 の 公 衆 に 表 示 す る 目 的 を も っ て 、

常 時 又 は 一 定 の 期 間 継 続 し て 屋 外 の 公 衆 に 表 示 す る 広 告 物 等  

４  可 変 表 示 式 広 告 物 と は 、電 光 ニ ュ ー ス 板 、電 光 広 告 板 、映 像 装 置 そ の 他 の 常 時 表 示 内 容 を 変

え る こ と が で き る 広 告 物 を い う 。  

 

○ 照 明 器 具 や 光 源 が 見 え な い 工 夫 及 び 間 接 光 や 拡 散 光 に よ る 柔 ら か い 灯 り に よ る

演 出 の 工 夫 に 努 め る こ と 。  

外 構  ○ 歴 史 的 建 築 物 に 門 、塀 又 は 庭 等 が あ る 場 合 は 、維 持 や 復 原 す る よ う 努 め る こ と 。 

工

作

物  

形 態 意  

匠 及 び  

色 彩  

○ 歴 史 的 工 作 物 は 、建 築 当 初 の 外 観 を 尊 重 し て 維 持 や 復 原 を す る こ と 。た だ し 、こ

れ が 難 し い 場 合 は 、 歴 史 的 な ま ち な み に 調 和 し た 素 材 や 工 法 を 採 用 す る こ と 。  

○ 歴 史 的 工 作 物 以 外 の 工 作 物 は 、 歴 史 的 な ま ち な み に 調 和 し た 外 観 と す る こ と 。

た だ し 、 歴 史 的 工 作 物 で 用 い ら れ る 意 匠 の 安 易 な 模 倣 は 、 避 け る こ と 。  

○ ア ン テ ナ や 通 信 用 鉄 塔 等 は 、で き る だ け 高 さ を 抑 え 、形 状 を 細 く し 、道 路 か ら 見

え に く い 位 置 に 設 置 す る こ と 。  

● 東 堀・西 堀・古 町 通 ゾ ー ン の 基 調 色 は 、マ ン セ ル 値 に よ る も の と し 、次 の 表 の と

お り と す る こ と 。 た だ し 、 歴 史 的 工 作 物 の 建 築 当 初 か ら 使 用 さ れ て い る 材 料 の

色 彩 又 は 着 色 を 施 し て い な い 木 材 若 し く は 漆 く い の 色 彩 は 、こ の 限 り で は な い 。 

 

色 相  明 度  彩 度  

無 彩 色  

２ 以 上 8.5 以 下  

- 

10Ｒ ～ ５ Ｙ  ４ 以 下  

上 記 以 外  ２ 以 下  

 

● 東 堀・西 堀・古 町 通 ゾ ー ン の 強 調 色（ ア ク セ ン ト カ ラ ー ）は 、色 相 、明 度 及 び 彩

度 を 限 定 せ ず 、 使 用 部 分 を ７ メ ー ト ル 以 下 の 部 分 に 限 る も の と し 、 そ の 使 用 面

積（ 複 数 の 強 調 色 を 使 用 す る 場 合 は 、そ の 合 計 面 積 ）は 、使 用 す る ７ メ ー ト ル 以

下 の 部 分 の 面 積 の ２ ０ 分 の １ 以 下 と す る こ と 。 た だ し 、 歴 史 的 工 作 物 の 建 築 当

初 か ら 使 用 さ れ て い る 材 料 の 色 彩 又 は 着 色 を 施 し て い な い 木 材 若 し く は 漆 く い

の 色 彩 は 、 こ の 限 り で は な い 。  

木 竹  

○ 既 存 の 植 栽 は 、 適 切 に 維 持 管 理 す る こ と 。  

● 東 堀 ・ 西 堀 ・ 古 町 通 ゾ ー ン で は 、 地 域 に あ っ た 樹 木 な ど に よ り 四 季 の 演 出 を 考

慮 し た 植 栽 に 努 め る こ と 。  
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（ ３）適 用 除外  （ 略）  
 
４  景観 重 要建 造物 及び 景観 重 要樹 木の指 定の 方針 (法 第８ 条第 ２項 第 ３号 関係 )  
 
  (略 )  
 
５  屋 外 広 告 物 の 表 示 及 び 屋 外 広 告 物 を 掲 出 する 物 件 の 設 置 に 関 する 行 為 の 制 限 に 関 す

る事 項 (法 第 ８条 第 ２項第 ４号 イ関 係 ) 

 

屋外広告物 を設置す る場合は 、掲出 方法 、掲出 数、意匠、形状 、高さ 、面積 、色 彩に

配慮し、設置 する建 築物や周辺 のまち なみ と調和し たものと し、新潟市屋 外広告 物条例

（平成 7 年 条例第 59 号）第 6 条 の規定 に基づ く規格 は、下 記のとおり とする。  

 

(１ ) 一般区域  

 新潟市屋 外広告物 条例施行規 則（平 成 8 年規則 第 17 号） 別表 第１のと おりとす る。  

 

(２ ) 特別区域  

イ  信濃川 沿岸地区 （万代シテ イ広 告物活 用地区を 除く。）  令和６年 ４月１日 施行  
種 類  基 準  

建

築

物

又

は

工

作

物

を

利

用

す

る

も

の  

屋 上 広 告  

（「 屋 上 広 告 」 と は 、 建

築 物 の 屋 上 に 固 定 し て

設 置 す る も の を い う 。）  

表 示 数  1 面 に つ き 1 広 告 内 容 （ 1 広 告 主 ） で あ る こ と 。  

高 さ  地 上 か ら の 高 さ 10 メ ー ト ル 以 下  

表 示 面 積  鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 若 し く は 鉄 骨 造 又 は こ れ ら に 類 す

る 強 度 を 持 つ 建 築 物 を 利 用 す る も の  

設 置 す る 1 建 物 に つ き 総 表 示 面 積 300 平 方 メ ー ト ル

以 内 、 か つ 、 1 面 あ た り 100 平 方 メ ー ト ル 以 内  

上 記 以 外 の も の  

設 置 す る １ 建 物 に つ き 総 表 示 面 積 30 平 方 メ ー ト ル

以 内  

表 示 位 置  設 置 す る 建 物 の 壁 面 の 端 か ら 突 き 出 さ な い こ と 。（ 照

明 機 器 等 を 除 く 。）  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

壁 面 広 告  

（「 壁 面 広 告 」 と は 、 建

築 物 又 は 工 作 物 の 外 壁

面 に 固 定 し て 設 置 す る

も の （ 外 壁 面 か ら 突 き

出 す も の を 除 く 。） 及 び

外 壁 面 に 固 定 し て 設 置

さ れ た 堅 牢
ろう

な 枠 組 （ 懸

垂 装 置 等 を 除 く 。） を 利

高 さ  地 上 か ら の 高 さ 10 メ ー ト ル 以 下 （ 自 家 用 広 告 物 等

（ ビ ル 又 は 建 物 の 名 称 及 び 社 章 等 に 限 る 。） を 除 く 。）  

表 示 面 積  設 置 す る 壁 面 の 面 積 の 4 分 の 1 以 内 （ 複 数 設 置 す る 場

合 は 、 壁 面 毎 の 総 表 示 面 積 を 対 象 と す る 。）  

表 示 位 置  (1)  壁 面 の 端 か ら 突 き 出 さ な い も の で あ る こ と 。  

(2)  窓 又 は 開 口 部 を ふ さ が な い も の で あ る こ と 。  

そ の 他  (1)  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

(2)  地 上 か ら の 高 さ 10 メ ー ト ル を 超 え る 場 合 は 、 切

り 文 字 又 は 箱 文 字 と す る こ と 。  

 
 
 
 
（３ ）適 用除外  （ 略）  
 
４  景観 重要建 造物 及び 景観 重 要樹 木の 指定 の方 針 (法第 ８条 第２ 項第 ３号 関係 )  
 
  (略 )  
 
５  屋 外 広 告 物 の 表 示 及 び 屋 外 広 告 物 を 掲 出 す る 物 件 の 設 置 に 関 す る 行 為 の 制 限 に 関 す

る 事項 (法 第 ８条 第 ２項 第４ 号イ 関係 ) 

 

屋外広告物 を設置 する場 合は、掲出方 法 、掲出数 、意匠 、形 状、高さ 、面積 、色 彩に

配慮し、設置 する建 築物や周辺 のまちな みと 調和し たものと する。併せて 、下記 の特別

区域につい ては、そ の地域 特性に 合わせ た配慮を行 うものと する。  

 

 地区名  配 慮事項  

イ  信 濃 川 本 川 大 橋 下 流

沿岸地区  

信濃川本川 大橋 下流沿 岸地区（ 万代シテ イ広告物活 用地

区 は除 く。） に お い ては 、萬 代 橋 を活 か し、 開放 感 の あ る

景観となる よう、 以下の 事項に 配慮する こと。  

●屋上広告 は以下 のとお りとす る。  

【高  さ】 地上か らの高 さ１０ メートル 以下  

●壁面広告 は以下 のとお りとす る。  

【高  さ 】地上 から の高さ １０メ ートル 以下（ 自家用広 告

物等（ビ ル又 は建物 の名称 及び 社章等に 限る。）

を除 く。）  

【その他 】地上 から の高さ１０ メートル を超える場 合は 、

切り文字又 は箱 文字と すること 。  

地 上 か ら の 高 さ １ ０ メ ー ト ル を 超 え る 場 合 で

照明 設備を 設ける場 合は、バ ックライ ト 式又は

箱文 字内照 式とする こと。  

●突出広告 は以下 のとお りとす る。  

【高  さ】 地上か らの高 さ１０ メートル 以下  

●野立て広 告塔・ 野立て 広告板 は以下の とおりとす る。  

【高  さ】 地上か らの高 さ１０ メートル 以下  

ウ  旧 齋 藤 家 別 邸 周 辺 地

区  

歴 史 的 ま ち な み の イ メ ー ジ に 調 和 す る よ う 以 下 の 事 項

に配慮する こと。  

●非自家用 広告物 は設置 しない こと。  

● デ ジ タ ル サ イ ネ ー ジ や 光 源 が 点 滅 す る 電 光 掲 示 板 等 は
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用 し て 表 示 す る 布 状 の

も の を い う 。）  

(3)   地 上 か ら の 高 さ 10 メ ー ト ル を 超 え る 場 合 で 照

明 設 備 を 設 け る 場 合 は 、 バ ッ ク ラ イ ト 式 又 は 箱 文 字 内

照 式 と す る こ と 。  

突 出 広 告  

（「 突 出 広 告 」 と は 、 建

築 物 又 は 工 作 物 の 外 壁

面 に 固 定 し て 設 置 す る

も の （ 外 壁 面 か ら 突 き

出 す も の に 限 る 。） を い

う 。）  

表 示 個 数  1 壁 面 に つ き 3 個 以 内 （ 自 家 用 広 告 物 等 で 、 表 示 個 数

が 新 潟 市 屋 外 広 告 物 条 例 施 行 規 則 別 表 第 2(2)条 例 第

10 条 第 2 項 第 1 号 に 掲 げ る 広 告 物 等 の 項 の 基 準 に 適 合

す る も の を 除 く 。）  

高 さ  地 上 か ら の 高 さ 10 メ ー ト ル 以 下  

道 路 へ の

突 出 幅  

1 メ ー ト ル 以 下  

広 告 物 等

の 下 端 ま

で の 高 さ  

歩 道 上  

地 上 か ら 2.5 メ ー ト ル 以 上  

車 道 上 及 び 歩 車 道 の 区 分 の な い 道 路 上  

 地 上 か ら 4.5 メ ー ト ル 以 上  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

電

柱

又

は

街

灯

柱

等

を

利

用

す

る

も

の  

巻 付 広 告 及 び 直 接 塗 装

広 告  

（「 巻 付 広 告 」 又 は 「 直

接 塗 装 広 告 」 と は 、 電

柱 、 街 灯 柱 、 電 話 柱 そ

の 他 こ れ ら に 類 す る も

の を 利 用 し て こ れ ら に

巻 き 付 け 、 又 は 直 接 塗

装 す る も の を い う 。）  

表 示 個 数  柱 1 本 に つ き 1 個  

長 さ  1.5 メ ー ト ル 以 下  

広 告 物 等

の 下 端 ま

で の 高 さ  

地 上 か ら 1.2 メ ー ト ル 以 上  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

袖 付 広 告  

（「 袖 付 広 告 」 と は 、 電

柱 、 街 灯 柱 、 電 話 柱 そ

の 他 こ れ ら に 類 す る も

の を 利 用 し て こ れ ら に

袖 付 け に す る も の を い

う 。）  

表 示 個 数  柱 １ 本 に つ き 1 個  

長 さ  1.5 メ ー ト ル 以 下  

突 出 幅  0.8 メ ー ト ル 以 下  

広 告 物 等

の 下 端 ま

で の 高 さ  

歩 道 上  

地 上 か ら 2.5 メ ー ト ル 以 上  

車 道 上 及 び 歩 車 道 の 区 分 の な い 道 路 上  

地 上 か ら 4.5 メ ー ト ル 以 上  

掲 出 方 向  原 則 と し て 道 路 の 外 側  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

広

告

塔  

又

は

広

告

野 立 て 広

告 塔  

野 立 て 広

告 板  

（「 野 立

て 広 告

塔 」 と

(1) 自 家

用 広 告 物 等

で 別 表 第

2(2)条 例 第

10 条 第 2 項

第 1 号 に 掲

げ る 広 告 物

高 さ  地 上 か ら の 高 さ 10 メ ー ト ル 以 下  

表 示 面 積  30 平 方 メ ー ト ル 以 内  

（ 複 数 の 営 業 所 等 の 広 告 物 を 一 の 広 告 物 と し て 設 置 す

る 場 合 に あ っ て は 、 60 平 方 メ ー ト ル 以 内 、 か つ 、 1 面

30 平 方 メ ー ト ル 以 内 ）  

そ の 他  ア  交 通 の 見 通 し 及 び 道 路 標 識 の 視 認 性 を 妨 げ な い こ

と 。  

設置しない こと 。  

●広告物の 色彩は 、マンセ ル値に よるも のとし 、歴史的 な

まちなみと 調和 するよ う、無 彩色（明度 １から９ ．５ま

で）又は 低彩 度の茶 系色（色 相２．５Ｙ から５Ｙま で又

は２．５ ＹＲ から１ ０ＹＲ まで 、彩度 ４以 下、明 度１か

ら８まで ）と する。ただ し、表面に装 飾 的な着色を 施し

ていない自 然素 材（ 石、木、土、ガ ラス 等）本来の色 彩

は、この限 りで はない 。  

●屋外広告 物の上 端は高 さ５メ ートル以 下とするこ と。  

● 建 築 物 又 は 工 作 物 を 利 用 す る 屋 上 広 告 は 設 置 し な い こ

と。た だし 、本 屋の外 壁に接し て設けら れた片流れ の屋

根について はこ の限り でない。  

● 建 築 物 又 は 工 作 物 を 利 用 す る 突 出 広 告 は 設 置 し な い こ

と。  

● 電 柱 又 は 街 灯 柱 等 を 利 用 す る 巻 付 広 告 及 び 直 接 塗 装 広

告、袖付広 告は 設置し ないこと 。  

●野立て広 告塔、野 立て広告 板は 、総 表示面 積を１ ．６平

方メートル 以内 、か つ１ 面０．５平 方メ ートル以内 とす

ること。  

●アーチ広 告、アド バルー ン、つ り下げ 広告、広告幕、懸

垂幕、はり 紙、 はり札 等は設置 しないこ と。  

エ  旧 小 澤 家 住 宅 周 辺 地

区  

歴 史 的 ま ち な み に 調 和 す る よ う 以 下 の 事 項 に 配 慮 す る

こと。  

●非自家用 広告物 は設置 しない こと 。た だし、当該区域 内

の催しに関 わるも のは除 く。  

● デ ジ タ ル サ イ ネ ー ジ や 光 源 が 点 滅 す る 電 光 掲 示 板 等 は

設置しない こと。  

●屋上広告 、突出 広 告、巻 付広告 及び 直接塗 装広告 、袖付

広 告  、 アー チ 広 告 、ア ドバ ル ー ン、 つ り下 げ広 告 、 懸 垂

幕は設置し ないこ と。  

●１営業所 等につ き、総 表示面積 を 10平方メートル 以内と

すること。  

●壁面広告 は以下 の通り とする 。  

【 高 さ 】地上 からの 高さ４．５メートル 以下（自 家用

広告物等（ ビル又 は建 物の名称 及び社章 等に

限る。） を除く 。）  

【表示面積 】３平 方メー トル以 内  

【 色 彩 】マン セル値 によるも のとし、無彩 色（明 度２

から９．５ま で）又 は茶系色（ 色相２ ．５Ｙ

から５Ｙま で又は２ ．５ＹＲから１ ０Ｙ Ｒま
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板  は 、 支 柱

が 土 地 に

定 着 す る

も の で 柱

状 又 は 塔

状 の も の

を い

う 。）  

（「 野 立

て 広 告

板 」 と

は 、 支 柱

が 土 地 に

定 着 す る

も の で 柱

状 又 は 塔

状 以 外 の

も の を い

う 。）  

等 の 項 に 掲

げ る も の 以

外 の も の  

イ  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

(2)  特 定

の 施 設 の 位

置 又 は 所 在

を 表 示 し 、

又 は 案 内 す

る こ と を 目

的 と す る も

の  

表 示 個 数  住 所 又 は 1 つ の 事 業 所 、 営 業 所 若 し く は 作 業 場 （ 以 下

「 1 営 業 所 等 」 と い う 。） に つ き 2 個 以 内  

表 示 面 積  1 個 当 た り 2 平 方 メ ー ト ル 以 内 （ 複 数 の 営 業 所 等 が 共

同 で 設 置 す る 広 告 物 等 に あ っ て は 、 1 営 業 所 等 当 た り

2 平 方 メ ー ト ル 以 内 で 、 か つ 、 総 表 示 面 積 10 平 方 メ ー

ト ル 以 内 ）  

高 さ  地 上 か ら 3 メ ー ト ル 以 下  

そ の 他  ア  表 示 の 内 容 は 、 誘 導 及 び 案 内 の た め に 必 要 な 文 言

又 は 図 表 に 限 る こ と 。  

イ  交 通 上 の 見 通 し 及 び 道 路 標 識 の 視 認 性 を 妨 げ な い

こ と 。  

ウ  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

(3)  前 2

号 に 掲 げ る

も の 以 外 の

も の  

高 さ  地 上 か ら の 高 さ 6 メ ー ト ル 以 下  

表 示 面 積  30 平 方 メ ー ト ル 以 内  

そ の 他  ア  交 通 上 の 見 通 し 及 び 道 路 標 識 の 視 認 性 を 妨 げ な い

こ と 。  

イ  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

条

例

第

6

条

第

5

号

に

規

定

す

る

も

の  

ア ー チ 広 告  

（「 ア ー チ 広 告 」 と は 、

堅 牢 な 材 料 を 使 用 し て

作 成 さ れ 、 道 路 を 横 断

し て 設 置 さ れ る も の を

い う 。）  

広 告 物 等

の 下 端 ま

で の 高 さ  

歩 道 上  

 地 上 か ら 3.5 メ ー ト ル 以 上  

車 道 上 及 び 歩 車 道 の 区 分 の な い 道 路 上  

 地 上 か ら 5.0 メ ー ト ル 以 上  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

ア ド バ ル ー ン  

（「 ア ド バ ル ー ン 」 と

は 、 気 球 を 利 用 し て 表

示 す る も の を い う 。）  

大 き さ 等  (1)  長 さ 10 メ ー ト ル 以 下 、 幅 1.5 メ ー ト ル 以 下 の 布

片 等 に 表 示 し 、 主 綱 に 十 分 緊 結 す る こ と 。  

(2)  掲 揚 中 に 建 築 物 又 は 工 作 物 に 接 触 し な い も の で

あ る こ と 。  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

つ り 下 げ 広 告  

（「 つ り 下 げ 広 告 」 と

は 、 ア ー ケ ー ド 類 に 固

定 し て 設 置 す る も の を

い う 。）  

表 示 面 積  4 平 方 メ ー ト ル 以 下  

広 告 物 等

の 下 端 ま

で の 高 さ  

歩 道 上  

地 上 か ら 2.5 メ ー ト ル 以 上  

車 道 上 及 び 歩 車 道 の 区 分 の な い 道 路 上  

地 上 か ら 4.5 メ ー ト ル 以 上  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

広 告 幕  

（「 広 告 幕 」 と は 、 布 状

の も の を さ お 、 ひ も 等

大 き さ  幅 1.2 メ ー ト ル 以 下 、 長 さ 15 メ ー ト ル 以 下  

広 告 物 等  

の 下 端 ま

歩 道 上  

 地 上 か ら 3.5 メ ー ト ル 以 上  

で、彩度４以下 、明 度２か ら６ま で）と する。

ただし、表 面に装 飾的 な着色を 施してい ない

自然素材（石、木、土等 ）本 来の色彩 は 、こ

の限りでは ない。  

【 そ の 他 】建 築 物 の 壁 面 に 直 接 塗 装 す る 広 告 物 と し な

いこと。  

●野立て広 告塔・ 野立て 広告板 は以下の 通りとする 。  

【 高 さ 】地上 からの 高さ２メ ートル以下  

【表示面積 】１平 方メー トル以 内  

【 色 彩 】マン セル値 によるも のとし、無彩 色（明 度２

から９．５ま で）又 は茶系色（ 色相２ ．５Ｙ

から５Ｙま で又は２ ．５ＹＲから１ ０Ｙ Ｒま

で、彩度４以下 、明 度２か ら６ま で）と する。

ただし、表 面に装 飾的 な着色を 施してい ない

自然素材（石、木、土等 ）本 来の色彩 は 、こ

の限りでは ない。  

●広告幕は 以下の 通りと する。  

【 大 き さ 】幅３ メート ル以下、 長さ３メー トル以下  
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に 掛 け 、 建 築 物 又 は 工

作 物 を 利 用 し て 設 置 す

る も の で 容 易 に 取 り は

ず す こ と が で き る も の

（ 壁 面 広 告 及 び 懸 垂 幕

並 び に 野 立 て 広 告 塔 又

は 野 立 て 広 告 板 の 一 部

と し て 表 示 す る も の を

除 く 。） を い う 。）  

で の 高 さ  車 道 上 及 び 歩 車 道 の 区 分 の な い 道 路 上  

 地 上 か ら 5 メ ー ト ル 以 上  

そ の 他  (1)  外 周 に 風 圧 に 耐 え る 措 置 が 施 さ れ て い る こ と 。  

(2)  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

懸 垂 幕  

（「 懸 垂 幕 」 と は 、 布 状

の も の を 建 築 物 又 は 工

作 物 の 外 壁 面 に 固 定 さ

れ た 懸 垂 装 置 等 を 利 用

し て 設 置 す る も の を い

う 。）  

大 き さ  布 状 の も の の 幅 1.8 メ ー ト ル 以 下 、 長 さ 20 メ ー ト ル

以 下  

表 示 面 積  30 平 方 メ ー ト ル 以 内  

個 数  設 置 す る 壁 面 に つ き 5 個 以 内  

そ の 他  (1)  外 周 に 風 圧 に 耐 え る 措 置 が 施 さ れ て い る こ と 。  

(2)  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

は り 紙  

（「 は り 紙 」 と は 、 紙 製

の も の そ の 他 こ れ に 類

す る も の で 建 築 物 そ の

他 の 工 作 物 等 に は り 付

け る も の を い う 。）  

表 示 面 積  1.5 平 方 メ ー ト ル 以 内  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

は り 札 等  

（「 は り 札 等 」 と は 、 容

易 に 取 り 外 す こ と が で

き る 状 態 で 工 作 物 等 に

取 り 付 け ら れ て い る は

り 札 そ の 他 こ れ に 類 す

る 広 告 物 を い う 。）  

表 示 面 積  1.0 平 方 メ ー ト ル 以 内  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

広 告 旗  

（「 広 告 旗 」 と は 、 容 易

に 移 動 さ せ る こ と が で

き る 状 態 で 立 て ら れ 、

又 は 容 易 に 取 り 外 す こ

と が で き る 状 態 で 工 作

物 等 に 取 り 付 け ら れ て

い る 広 告 の 用 に 供 す る

旗 （ こ れ を 支 え る 台 を

含 む 。） を い う 。）  

大 き さ  縦 2 メ ー ト ル 以 下 、 横 1 メ ー ト ル 以 下  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

立 看 板 等  大 き さ  縦 2 メ ー ト ル 以 下 、 横 1 メ ー ト ル 以 下  
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（「 立 看 板 等 」 と は 、 容

易 に 移 動 さ せ る こ と が

で き る 状 態 で 立 て ら

れ 、 又 は 工 作 物 等 に 立

て 掛 け ら れ て い る 立 看

板 そ の 他 こ れ に 類 す る

広 告 物 又 は 掲 出 物 件

（ こ れ ら を 支 え る 台 を

含 む 。） を い う 。）  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

 

ウ  旧齋藤 家別邸周 辺地区  平 成 28 年 １月１ 日施行  

種 類  基 準  

全 て の 広 告 物 等 共 通  表 示 又 は

設 置 禁 止  

(1)  非 自 家 用 広 告 物 等  

(2)  可 変 表 示 式 広 告 物  

(3)  突 出 広 告 、 巻 付 広 告 、 直 接 塗 装 広 告 、 袖 付 広 告 、

ア ー チ 広 告 、ア ド バ ル ー ン 、つ り 下 げ 広 告 、広 告 幕 、懸

垂 幕 、 は り 紙 及 び は り 札 等  

色 彩  広 告 物 の 色 彩 は 、マ ン セ ル 値 に よ る も の と し 、歴 史 的 な

ま ち な み と 調 和 す る よ う 、 無 彩 色 （ 明 度 1 か ら 9.5 ま

で ）又 は 低 彩 度 の 茶 系 色（ 色 相 2.5Ｙ か ら 5Ｙ ま で 又 は

2.5Ｙ Ｒ か ら 10Ｙ Ｒ ま で 、彩 度 4 以 下 、明 度 1 か ら 8 ま

で ）と す る 。（ 表 面 に 装 飾 的 な 着 色 を 施 し て い な い 自 然

素 材（ 石 、木 、土 、ガ ラ ス 等 ）本 来 の 色 彩 は 、こ の 限 り

で は な い 。）  

高 さ  地 上 か ら の 高 さ 5 メ ー ト ル 以 下  

建 築 物 又

は 工 作 物

を 利 用 す

る も の  

屋 上 広 告  表 示 数  1 面 に つ き 1 広 告 内 容 （ 1 広 告 主 ） で あ る こ と 。  

表 示 面 積  鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 若 し く は 鉄 骨 造 又 は こ れ ら に 類 す

る 強 度 を 持 つ 建 築 物 を 利 用 す る も の  

設 置 す る 1 建 物 に つ き 総 表 示 面 積 300 平 方 メ ー ト ル

以 内 、 か つ 、 1 面 あ た り 100 平 方 メ ー ト ル 以 内  

上 記 以 外 の も の  

設 置 す る １ 建 物 に つ き 総 表 示 面 積 30 平 方 メ ー ト ル

以 内  

表 示 位 置  (1)  本 屋 の 外 壁 に 接 し て 設 け ら れ た 片 流 れ の 屋 根 に

設 置 す る こ と 。  

(2)   設 置 す る 建 物 の 壁 面 の 端 か ら 突 き 出 さ な い こ

と 。（ 照 明 機 器 等 を 除 く 。）  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

壁 面 広 告  表 示 面 積  設 置 す る 壁 面 の 面 積 の 4 分 の 1 以 内 （ 複 数 設 置 す る 場

合 は 、 壁 面 毎 の 総 表 示 面 積 を 対 象 と す る 。）  
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表 示 位 置  (1)  壁 面 の 端 か ら 突 き 出 さ な い も の で あ る こ と 。  

(2)  窓 又 は 開 口 部 を ふ さ が な い も の で あ る こ と 。  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

広 告 塔 又

は 広 告 板  

野 立 て 広 告 塔  

野 立 て 広 告 板  

 

表 示 面 積  総 表 示 面 積 1.6 平 方 メ ー ト ル 以 内 、 か つ 、 1 面 0.5 平

方 メ ー ト ル 以 内  

 

そ の 他  (1)  交 通 の 見 通 し 及 び 道 路 標 識 の 視 認 性 を 妨 げ な い

こ と 。  

(2)  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

条 例 第 6

条 第 5 号

に 規 定 す

る も の  

広 告 旗  大 き さ  縦 2 メ ー ト ル 以 下 、 横 1 メ ー ト ル 以 下  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

立 看 板 等  大 き さ  縦 2 メ ー ト ル 以 下 、 横 1 メ ー ト ル 以 下  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

 

エ  旧小澤 家住宅周 辺地区  令 和２ 年 11 月１ 日施行  

種 類  基 準  

全 て の 広 告 物 等 共 通  表 示 又 は

設 置 禁 止  

(1)  非 自 家 用 広 告 物 等（ 当 該 区 域 内 の 催 し に 関 わ る も

の は 除 く 。）  

(2)  可 変 表 示 式 広 告 物  

(3)  屋 上 広 告 、 突 出 広 告 、 巻 付 広 告 、 直 接 塗 装 広 告 、

袖 付 広 告 、ア ー チ 広 告 、ア ド バ ル ー ン 、つ り 下 げ 広 告 及

び 懸 垂 幕  

表 示 面 積  1 営 業 所 等 に つ き 、 総 表 示 面 積 を 10 平 方 メ ー ト ル 以 内

と す る こ と 。  

建 築 物 又

は 工 作 物

を 利 用 す

る も の  

壁 面 広 告  高 さ  地 上 か ら の 高 さ 4.5 メ ー ト ル 以 下 （ 自 家 用 広 告 物 等

（ ビ ル 又 は 建 物 の 名 称 及 び 社 章 等 に 限 る 。） を 除 く 。）  

表 示 面 積  3 平 方 メ ー ト ル 以 内  

表 示 位 置  (1)  壁 面 の 端 か ら 突 き 出 さ な い も の で あ る こ と 。  

(2)  窓 又 は 開 口 部 を ふ さ が な い も の で あ る こ と 。  

色 彩  マ ン セ ル 値 に よ る も の と し 、 無 彩 色 （ 明 度 2 か ら 9.5

ま で ） 又 は 茶 系 色 （ 色 相 2.5Ｙ か ら 5Ｙ ま で 又 は 2.5Ｙ

Ｒ か ら 10Ｙ Ｒ ま で 、 彩 度 4 以 下 ， 明 度 2 か ら 6 ま で ）

と す る 。（ 表 面 に 装 飾 的 な 着 色 を 施 し て い な い 自 然 素

材 （ 石 、 木 、 土 等 ） 本 来 の 色 彩 は 、 こ の 限 り で は な

い 。）  

そ の 他  (1)  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

(2)  建 築 物 の 壁 面 に 直 接 塗 装 す る 広 告 物 と し な い こ

と 。  

広 告 塔 又

は 広 告 板  

野 立 て 広 告 塔  

野 立 て 広 告 板  

高 さ  地 上 か ら の 高 さ 2 メ ー ト ル 以 下  

表 示 面 積  1 平 方 メ ー ト ル 以 内  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



16 
 

 色 彩  マ ン セ ル 値 に よ る も の と し 、 無 彩 色 （ 明 度 2 か ら 9.5

ま で ） 又 は 茶 系 色 （ 色 相 2.5Ｙ か ら 5Ｙ ま で 又 は 2.5Ｙ

Ｒ か ら 10Ｙ Ｒ ま で 、 彩 度 4 以 下 ， 明 度 2 か ら 6 ま で ）

と す る 。（ 表 面 に 装 飾 的 な 着 色 を 施 し て い な い 自 然 素

材 （ 石 、 木 、 土 等 ） 本 来 の 色 彩 は 、 こ の 限 り で は な

い 。）  

そ の 他  (1)  交 通 の 見 通 し 及 び 道 路 標 識 の 視 認 性 を 妨 げ な い

こ と 。  

(2)  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

条 例 第 6

条 第 5 号

に 規 定 す

る も の  

広 告 幕  大 き さ  幅 3 メ ー ト ル 以 下 、 長 さ 3 メ ー ト ル 以 下  

広 告 物 等  

の 下 端 ま

で の 高 さ  

歩 道 上  

 地 上 か ら 3.5 メ ー ト ル 以 上  

車 道 上 及 び 歩 車 道 の 区 分 の な い 道 路 上  

 地 上 か ら 5 メ ー ト ル 以 上  

そ の 他  (1)  外 周 に 風 圧 に 耐 え る 措 置 が 施 さ れ て い る こ と 。  

(2)  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

は り 紙  表 示 面 積  1.5 平 方 メ ー ト ル 以 内  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

は り 札 等  表 示 面 積  1.0 平 方 メ ー ト ル 以 内  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

広 告 旗  大 き さ  縦 2 メ ー ト ル 以 下 、 横 1 メ ー ト ル 以 下  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

立 看 板 等  大 き さ  縦 2 メ ー ト ル 以 下 、 横 1 メ ー ト ル 以 下  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

 

オ  古町花 街地区  令和○年○ 月○ 日施行  

（ア）新道 ゾーン  

種 類  基 準  

全 て の 広 告 物 等 共 通  表 示 又 は

設 置 禁 止  

(1) 非 自 家 用 広 告 物 等（ 当 該 区 域 内 の 案 内 に 係 る も の

及 び 当 該 区 域 に 関 連 す る お ど り そ の 他 こ れ ら に 類 す る

も の の 催 し 等 に 係 る も の に つ い て は 、 こ の 限 り で は な

い 。）  

(2) 可 変 表 示 式 広 告 物  

(3) 投 影 広 告 物（ 当 該 区 域 に 関 連 す る お ど り そ の 他 こ

れ ら に 類 す る も の の 催 し 等 に 係 る も の に つ い て は 、 こ

の 限 り で な い 。）  

(4) 広 告 物 を 表 示 し て い な い 掲 出 物 件（ 広 告 幕 及 び 広

告 幕 に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。）  

(5) 道 路 の 路 面 に 表 示 す る 広 告 物 等（ 法 令 に 基 づ く も

の 及 び 警 告 若 し く は 交 通 規 制 等 の 用 に 供 す る も の で 公
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衆 の 安 全 を 図 る た め に 必 要 の も の は こ の 限 り で は な

い 。）  

(6) 屋 上 広 告 、 巻 付 広 告 、 直 接 塗 装 広 告 、 袖 付 広 告 、

ア ー チ 広 告 、ア ド バ ル ー ン 、つ り 下 げ 広 告 、懸 垂 幕 及 び

広 告 旗  

表 示 個 数  自 己 の 氏 名 、名 称 、店 名 若 し く は 商 標 を 複 数 表 示 す る 場

合 は 、１ の 広 告 物 等 に 集 約 し て 表 示 又 は 設 置（ 以 下「 集

合 型 」 と い う 。） と す る こ と 。  

表 示 面 積  1 営 業 所 等 に つ き 、総 表 示 面 積 を 3 平 方 メ ー ト ル 以 内 と

す る こ と 。（ 簡 易 広 告 物 の 表 示 面 積 を 除 く 。）  

表 示 内 容  写 真 を 使 用 し な い こ と 。（ は り 紙 、は り 札 等 及 び 立 看 板

等 で あ っ て 営 業 内 容 を 示 す も の 又 は 当 該 区 域 に 関 連 す

る お ど り そ の 他 こ れ ら に 類 す る も の の 催 し 等 に 係 る も

の に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。）  

照 明  (1) 点 滅 ・ 回 転 す る 照 明 及 び 輝 度 が 変 化 す る 照 明 は 、

使 用 し な い こ と 。（ 法 令 に 基 づ く も の 及 び 警 告 若 し く は

交 通 規 制 等 の 用 に 供 す る も の で 公 衆 の 安 全 を 図 る た め

に 必 要 の も の は 、 こ の 限 り で な い 。）  

(2) ネ オ ン 照 明 そ の 他 こ れ に 類 す る 照 明 は 、使 用 し な

い こ と 。  

(3) 照 明 の 色 温 度 は 、3,000 ケ ル ビ ン 以 下 と す る こ と 。

（ 法 令 に 基 づ く も の 又 は 警 告 若 し く は 交 通 規 制 等 の 用

に 供 す る も の で 公 衆 の 安 全 を 図 る た め に 必 要 の も の

は 、 こ の 限 り で な い 。）  

建

築

物

又

は

工

作

物

を

利

用

す

る

も

の  

壁 面 広 告  

 

高 さ  地 上 か ら の 高 さ 4 メ ー ト ル 以 下 （ 自 家 用 広 告 物 等 （ ビ

ル 若 し く は 建 物 の 名 称 又 は 店 名 及 び 社 章 に 限 る 。） を

除 く 。）  

表 示 面 積  (1) 1 営 業 所 等 に つ き 総 表 示 面 積 1 平 方 メ ー ト ル 以

内 、 か つ 、 1 基 に つ き 0.5 平 方 メ ー ト ル 以 内  

(2) 集 合 型 は 1 の 氏 名 、 名 称 、 店 名 若 し く は 商 標 に

つ き 0.25 平 方 メ ー ト ル 以 内  

表 示 位 置  (1) 壁 面 の 端 か ら 突 き 出 さ な い も の で あ る こ と 。  

(2) 窓 又 は 開 口 部 を ふ さ が な い も の で あ る こ と 。  

(3) 窓 又 は 開 口 部 に 直 接 表 示 し な い こ と 。  

色 彩  (1) 広 告 物 の 地 の 色 及 び 表 示 面 積 の 3 分 の 1 以 上 に

使 用 す る 色 並 び に 掲 出 物 件 の 色 は 、 マ ン セ ル 値 に よ る

も の と し 、 次 の 表 の と お り と す る 。（ 着 色 を 施 し て い

な い 木 材 の 色 彩 は 、 こ の 限 り で な い 。）  

 

色 相  明 度  彩 度  
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無 彩 色  
2 以 上 9.5 以

下  
 

10Ｒ ～ 5Ｙ  
2 以 上 7 以 下  

4 以 下  

上 記 以 外  2 以 下  

 

(2) 表 示 面 全 体 で 使 用 で き る 色 数 は 、 4 色 以 下 と す

る 。  

そ の 他  (1) け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

(2) 壁 面 に 直 接 塗 装 す る 広 告 物 と し な い こ と 。  

突 出 広 告  

 

表 示 個 数  1 営 業 所 等 に つ き 1 個  

高 さ  地 上 か ら の 高 さ 6 メ ー ト ル 以 下  

表 示 面 積  1 営 業 所 等 に つ き 1.5 平 方 メ ー ト ル 以 内 、 か つ 、 1 面

0.75 平 方 メ ー ト ル 以 内  

表 示 内 容  自 家 用 広 告 物 等 （ ビ ル 若 し く は 建 物 の 名 称 又 は 店 名 及

び 社 章 に 限 る 。） と す る 。  

外 壁 面 か

ら の 突 出

幅  

1 メ ー ト ル 以 下  

広 告 物 等

の 下 端 ま

で の 高 さ  

歩 道 上  

地 上 か ら 2.5 メ ー ト ル 以 上  

車 道 上 及 び 歩 車 道 の 区 分 の な い 道 路 上  

 地 上 か ら 4.5 メ ー ト ル 以 上  

色 彩  (1) 広 告 物 の 地 の 色 及 び 表 示 面 積 の 3 分 の 1 以 上 に

使 用 す る 色 並 び に 掲 出 物 件 の 色 は 、 マ ン セ ル 値 に よ る

も の と し 、 次 の 表 の と お り と す る 。（ 着 色 を 施 し て い

な い 木 材 の 色 彩 は 、 こ の 限 り で な い 。）  

 

色 相  明 度  彩 度  

無 彩 色  
2 以 上 9.5 以

下  
 

10Ｒ ～ 5Ｙ  
2 以 上 7 以 下  

4 以 下  

上 記 以 外  2 以 下  

 

(2) 表 示 面 全 体 で 使 用 で き る 色 数 は 、 4 色 以 下 と す

る 。  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

広

告

野 立 て 広 告 塔  

野 立 て 広 告 板  

表 示 個 数  1 営 業 所 等 に つ き 1 個  

高 さ  地 上 か ら の 高 さ 2 メ ー ト ル 以 下  
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塔  

又

は

広

告

板  

 表 示 面 積  (1) 1 営 業 所 等 に つ き 総 表 示 面 積 2 平 方 メ ー ト ル 以

内 、 か つ 、 1 面 に つ き 1 平 方 メ ー ト ル 以 内  

(2) 集 合 型 は 1 の 氏 名 、 名 称 、 店 名 若 し く は 商 標 に

つ き 0.25 平 方 メ ー ト ル 以 内  

表 示 内 容  自 家 用 広 告 物 等 （ ビ ル 若 し く は 建 物 の 名 称 又 は 店 名 及

び 社 章 に 限 る 。） と す る 。（ た だ し 、 当 該 区 域 内 の 案 内

に 係 る も の 及 び 当 該 区 域 に 関 連 す る お ど り そ の 他 こ れ

ら に 類 す る も の の 催 し 等 に 係 る も の に つ い て は 、 こ の

限 り で な い 。）  

色 彩  (1) 広 告 物 の 地 の 色 及 び 表 示 面 積 の 3 分 の 1 以 上 に

使 用 す る 色 並 び に 掲 出 物 件 の 色 は 、 マ ン セ ル 値 に よ る

も の と し 、 次 の 表 の と お り と す る 。（ 着 色 を 施 し て い

な い 木 材 の 色 彩 は 、 こ の 限 り で な い 。）  

 

色 相  明 度  彩 度  

無 彩 色  
2 以 上 9.5 以

下  
 

10Ｒ ～ 5Ｙ  
2 以 上 7 以 下  

4 以 下  

上 記 以 外  2 以 下  

 

(2) 表 示 面 全 体 で 使 用 で き る 色 数 は 、 4 色 以 下 と す

る 。  

後 退 距 離  新 道 境 界 線 か ら 0.3 メ ー ト ル 以 上  

そ の 他  (1) 交 通 の 見 通 し 及 び 道 路 標 識 の 視 認 性 を 妨 げ な い

こ と 。  

(2) け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

条

例

第

6

条

第

5

号

に

規

定

す

る

も

広 告 幕  

 

表 示 面 積  1 営 業 所 等 に つ き 3 平 方 メ ー ト ル 以 内  

表 示 内 容  自 家 用 広 告 物 等 （ 店 名 若 し く は 商 標 に 限 る 。） と す る

こ と 。   

広 告 物 等  

の 下 端 ま

で の 高 さ  

歩 道 上  

 地 上 か ら 3.5 メ ー ト ル 以 上  

車 道 上 及 び 歩 車 道 の 区 分 の な い 道 路 上  

 地 上 か ら 5 メ ー ト ル 以 上  

色 彩  (1) 広 告 物 に 使 用 で き る 色 彩 は 、マ ン セ ル 値 に よ る も

の と し 、 彩 度 11 以 下 と す る こ と 。  

(2) 広 告 物 に 使 用 で き る 色 数 は 、有 彩 色 を 1 色 ま で と

し 、合 計 3 色 以 内 と す る 。（ 当 該 区 域 内 の 案 内 に 係 る も

の 又 は 当 該 区 域 に 関 連 す る お ど り そ の 他 こ れ ら に 類 す

る も の の 催 し 等 に 係 る も の に つ い て は 、 こ の 限 り で な

い 。）  
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の  そ の 他  (1) 外 周 に 風 圧 に 耐 え る 措 置 が 施 さ れ て い る こ と 。  

(2) け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

(3) 綿 、 麻 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 布 製 の 暖 簾 と す る

こ と 。  

提 灯  

（「 提 灯 」 と は 、 竹 等 の

伸 縮 性 の あ る 枠 に 紙 等

を 貼 り 、 建 築 物 又 は 工

作 物 を 利 用 し て 設 置 す

る も の で 容 易 に 取 り は

ず す こ と が で き る も の

を い う 。）  

表 示 面 積  １ 営 業 所 等 に つ き 総 表 示 面 積 1 平 方 メ ー ト ル 以 内 、 か

つ 、 1 基 に つ き 0.5 平 方 メ ー ト ル 以 内  

表 示 内 容  自 家 用 広 告 物 等（ 店 名 若 し く は 商 標 に 限 る 。）と す る こ

と 。（ 当 該 区 域 内 の 案 内 に 係 る も の 及 び 当 該 区 域 に 関 連

す る お ど り そ の 他 こ れ ら に 類 す る も の の 催 し 等 に 係 る

も の に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。）   

色 彩  (1) 広 告 物 の 地 の 色 は 、白 又 は 赤 色 に 限 る 。（ 着 色 を 施

し て い な い 和 紙 の 色 彩 を 使 用 す る も の 並 び に 当 該 区 域

内 の 案 内 に 係 る も の 及 び 当 該 区 域 に 関 連 す る お ど り そ

の 他 こ れ ら に 類 す る も の の 催 し 等 に 係 る も の に つ い て

は 、 こ の 限 り で な い 。）  

(2) 広 告 物 に 使 用 で き る 色 数 は 、有 彩 色 を 1 色 ま で と

し 、合 計 3 色 以 内 と す る 。（ 当 該 区 域 内 の 案 内 に 係 る も

の 及 び 当 該 区 域 に 関 連 す る お ど り そ の 他 こ れ ら に 類 す

る も の の 催 し 等 に 係 る も の に つ い て は 、 こ の 限 り で な

い 。）  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

は り 紙  

 

表 示 面 積  1.5 平 方 メ ー ト ル 以 内  

表 示 個 数  １ 営 業 所 等 に つ き は り 紙 、 は り 札 及 び 立 看 板 等 の 合 計

10 個 以 内 （ 当 該 区 域 内 の 案 内 に 係 る も の 及 び 当 該 区 域

に 関 連 す る お ど り そ の 他 こ れ ら に 類 す る も の の 催 し 等

に 係 る も の を 除 く 。）  

そ の 他  (1) け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

(2) 同 じ 内 容 の も の を 複 数 掲 出 し な い こ と 。  

は り 札 等  

 

表 示 面 積  1.0 平 方 メ ー ト ル 以 内  

表 示 個 数  １ 営 業 所 等 に つ き は り 紙 、 は り 札 及 び 立 看 板 等 の 合 計

10 個 以 内 （ た だ し 、 当 該 区 域 内 の 案 内 に 係 る も の 及 び

当 該 区 域 に 関 連 す る お ど り そ の 他 こ れ ら に 類 す る も の

の 催 し 等 に 係 る も の を 除 く 。）  

そ の 他  (1) け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

(2) 同 じ 内 容 の も の を 複 数 掲 出 し な い こ と 。  

立 看 板 等  

 

高 さ  地 上 か ら の 高 さ 1.2 メ ー ト ル 以 下  

表 示 面 積  1 営 業 所 等 当 た り 1.2 平 方 メ ー ト ル 以 内 、か つ 、1 面 0.6

平 方 メ ー ト ル 以 内  

大 き さ  横 1 メ ー ト ル 以 下  

表 示 個 数  １ 営 業 所 等 に つ き は り 紙 、 は り 札 及 び 立 看 板 等 の 合 計
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10 個 以 内 （ た だ し 、 当 該 区 域 内 の 案 内 に 係 る も の 及 び

当 該 区 域 に 関 連 す る お ど り そ の 他 こ れ ら に 類 す る も の

の 催 し 等 に 係 る も の を 除 く 。）  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

 

（イ）東堀 ・西堀・ 古町通ゾー ン  
種 類  基 準  

全 て の 広 告 物 等 共 通  表 示 又 は

設 置 禁 止  

(1)  非 自 家 用 広 告 物 等（ 当 該 区 域 内 の 案 内 に 係 る も の

及 び 当 該 区 域 に 関 連 す る お ど り そ の 他 こ れ ら に 類 す る

も の の 催 し 等 に 係 る も の に つ い て は 、 こ の 限 り で は な

い 。）  

(2)  可 変 表 示 式 広 告 物 （ 1 基 に つ き 0.5 平 方 メ ー ト ル

を 超 え な い も の は 、 こ の 限 り で な い 。）  

(3)  投 影 広 告 物（ 当 該 区 域 に 関 連 す る お ど り そ の 他 こ

れ ら に 類 す る も の の 催 し 等 に 係 る も の に つ い て は 、 こ

の 限 り で な い 。）  

照 明  (1)  点 滅 ・ 回 転 す る 照 明 及 び 輝 度 が 変 化 す る 照 明 は 、

使 用 し な い こ と 。（ 法 令 に 基 づ く も の 及 び 警 告 若 し く は

交 通 規 制 等 の 用 に 供 す る も の で 公 衆 の 安 全 を 図 る た め

に 必 要 の も の は 、 こ の 限 り で な い 。）  

(2)   ネ オ ン 照 明 そ の 他 こ れ に 類 す る 照 明 は 、 使 用 し

な い こ と 。（ 1 基 に つ き 0.5 平 方 メ ー ト ル を 超 え な い も

の は 、 こ の 限 り で な い 。）  

建

築

物

又

は

工

作

物

を

利

用

す

る

も

の  

屋 上 広 告  

 

表 示 数  1 面 に つ き 1 広 告 内 容 （ 1 広 告 主 ） で あ る こ と 。  

高 さ  15 メ ー ト ル 以 下 、 か つ 、 地 上 か ら 広 告 物 等 を 設 置 す る

箇 所 ま で の 高 さ の 3 分 の 2 以 下  

地 上 か ら の 高 さ 48 メ ー ト ル 以 下  

表 示 面 積  鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 若 し く は 鉄 骨 造 又 は こ れ ら に 類 す

る 強 度 を 持 つ 建 築 物 を 利 用 す る も の  

設 置 す る 1 建 物 に つ き 総 表 示 面 積 300 平 方 メ ー ト ル

以 内 、 か つ 、 1 面 あ た り 100 平 方 メ ー ト ル 以 内  

上 記 以 外 の も の  

設 置 す る １ 建 物 に つ き 総 表 示 面 積 30 平 方 メ ー ト ル

以 内  

表 示 位 置  設 置 す る 建 物 の 壁 面 の 端 か ら 突 き 出 さ な い こ と 。（ 照

明 機 器 等 を 除 く 。）  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

壁 面 広 告  

 

高 さ  地 上 か ら の 高 さ 15 メ ー ト ル 以 下 （ 自 家 用 広 告 物 等

（ ビ ル 若 し く は 建 物 の 名 称 又 は 店 名 及 び 社 章 に 限

る 。） を 除 く 。）  
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表 示 面 積  設 置 す る 壁 面 の 面 積 の 4 分 の 1 以 内 （ 複 数 設 置 す る 場

合 は 、 壁 面 毎 の 総 表 示 面 積 を 対 象 と す る 。）  

表 示 位 置  (1)  壁 面 の 端 か ら 突 き 出 さ な い も の で あ る こ と 。  

(2)  窓 又 は 開 口 部 を ふ さ が な い も の で あ る こ と 。  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

突 出 広 告  

 

表 示 個 数  1 壁 面 に つ き 3 個 以 内 （ 自 家 用 広 告 物 等 で 、 表 示 個 数

が 別 表 2(2)条 例 第 10 条 第 2 項 第 1 号 に 掲 げ る 広 告 物

等 の 項 の 基 準 に 適 合 す る も の を 除 く 。）  

広 告 物 等

の 下 端 ま

で の 高 さ  

歩 道 上   

地 上 か ら 2.5 メ ー ト ル 以 上  

車 道 上 及 び 歩 車 道 の 区 分 の な い 道 路 上  

 地 上 か ら 4.5 メ ー ト ル 以 上  

道 路 へ の

突 出 幅  

1 メ ー ト ル 以 下  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

電

柱

又

は

街

灯

柱

等

を

利

用

す

る

も

の  

巻 付 広 告 及 び 直 接 塗 装

広 告  

 

表 示 個 数  柱 1 本 に つ き 1 個  

長 さ  1.5 メ ー ト ル 以 下  

広 告 物 等

の 下 端 ま

で の 高 さ  

地 上 か ら 1.2 メ ー ト ル 以 上  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

袖 付 広 告  

 

表 示 個 数  柱 １ 本 に つ き 1 個  

長 さ  1.5 メ ー ト ル 以 下  

突 出 幅  0.8 メ ー ト ル 以 下  

広 告 物 等

の 下 端 ま

で の 高 さ  

歩 道 上  

地 上 か ら 2.5 メ ー ト ル 以 上  

車 道 上 及 び 歩 車 道 の 区 分 の な い 道 路 上  

地 上 か ら 4.5 メ ー ト ル 以 上  

掲 出 方 向  原 則 と し て 道 路 の 外 側  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

広

告

塔  

又

は

広

告

板  

野 立 て 広 告 塔  

野 立 て 広 告 板  

高 さ  地 上 か ら の 高 さ 6 メ ー ト ル 以 下  

表 示 面 積  30 平 方 メ ー ト ル 以 内 （ 1 面 15 平 方 メ ー ト ル 以 内 ）  

そ の 他  (1)  交 通 の 見 通 し 及 び 道 路 標 識 の 視 認 性 を 妨 げ な い

こ と 。  

(2)  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

条

例

ア ー チ 広 告  

 

広 告 物 等

の 下 端 ま

歩 道 上  

 地 上 か ら 3.5 メ ー ト ル 以 上  
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第

6

条

第

5

号

に

規

定

す

る

も

の  

で の 高 さ  車 道 上 及 び 歩 車 道 の 区 分 の な い 道 路 上  

 地 上 か ら 5.0 メ ー ト ル 以 上  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

ア ド バ ル ー ン  

 

大 き さ 等  (1)  長 さ 10 メ ー ト ル 以 下 、 幅 1.5 メ ー ト ル 以 下 の 布

片 等 に 表 示 し 、 主 綱 に 十 分 緊 結 す る こ と 。  

(2)  掲 揚 中 に 建 築 物 又 は 工 作 物 に 接 触 し な い も の で

あ る こ と 。  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

つ り 下 げ 広 告  

 

表 示 面 積  4 平 方 メ ー ト ル 以 下  

広 告 物 等

の 下 端 ま

で の 高 さ  

歩 道 上  

地 上 か ら 2.5 メ ー ト ル 以 上  

車 道 上 及 び 歩 車 道 の 区 分 の な い 道 路 上  

地 上 か ら 4.5 メ ー ト ル 以 上  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

広 告 幕  

 

大 き さ  幅 1.2 メ ー ト ル 以 下 、 長 さ 15 メ ー ト ル 以 下  

広 告 物 等  

の 下 端 ま

で の 高 さ  

歩 道 上  

 地 上 か ら 3.5 メ ー ト ル 以 上  

車 道 上 及 び 歩 車 道 の 区 分 の な い 道 路 上  

 地 上 か ら 5 メ ー ト ル 以 上  

そ の 他  (1)  外 周 に 風 圧 に 耐 え る 措 置 が 施 さ れ て い る こ と 。  

(2)  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

懸 垂 幕  

 

大 き さ  布 状 の も の の 幅 1.8 メ ー ト ル 以 下 、 長 さ 20 メ ー ト ル

以 下  

表 示 面 積  30 平 方 メ ー ト ル 以 内  

個 数  設 置 す る 壁 面 に つ き ５ 個 以 内  

そ の 他  (1)  外 周 に 風 圧 に 耐 え る 措 置 が 施 さ れ て い る こ と 。  

(2)  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

は り 紙  

 

表 示 面 積  1.5 平 方 メ ー ト ル 以 内  

そ の 他  (1)  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

(2)  同 じ 内 容 の も の を 複 数 掲 出 し な い こ と 。  

は り 札 等  

 

表 示 面 積  1.0 平 方 メ ー ト ル 以 内  

そ の 他  (1)  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

(2)  同 じ 内 容 の も の を 複 数 掲 出 し な い こ と 。  

広 告 旗  大 き さ  縦 2 メ ー ト ル 以 下 、 横 1 メ ー ト ル 以 下  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

立 看 板 等  

 

大 き さ  縦 2 メ ー ト ル 以 下 、 横 1 メ ー ト ル 以 下  

そ の 他  け い 光 塗 料 又 は 反 射 塗 料 を 使 用 し な い こ と 。  

注 １  こ れ ら の 表 に お い て 自 家 用 広 告 物 等 と は 、自 己 の 氏 名 、名 称 、店 名 若 し く は 商 標 又 は 自 己 の 事

業 若 し く は 営 業 の 内 容 を 表 示 す る た め 、自 己 の 住 所 又 は 事 業 所 、営 業 所 若 し く は 作 業 場 に 表 示 し 、
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又 は 設 置 す る 広 告 物 等 を い う 。  

２  こ れ ら の 表 に お い て 管 理 用 広 告 物 等 と は 、 自 己 の 管 理 す る 土 地 又 は 物 件 に 管 理 上 の 必 要 に 基

づ き 表 示 し 、 又 は 設 置 す る 広 告 物 等 を い う 。  

３  こ れ ら の 表 に お い て 非 自 家 用 広 告 物 等 と は 、 自 家 用 広 告 物 等 及 び 管 理 用 広 告 物 等 以 外 の 広 告

物 等 を い う 。  

４  こ れ ら の 表 に お い て 可 変 表 示 式 広 告 物 と は 、電 光 ニ ュ ー ス 板 、電 光 広 告 板 、映 像 装 置 そ の 他 の

常 時 表 示 内 容 を 変 え る こ と が で き る 広 告 物 を い う 。  

５  こ れ ら の 表 に お い て 投 影 広 告 物 と は 、 建 築 物 等 に 光 で 投 影 す る 方 法 に よ り 表 示 さ れ る 広 告 物

を い う 。  

６  こ れ ら の 表 に お い て 地 の 色 と は 、 文 字 や 図 形 の 背 景 と な る 部 分 の 色 を い う 。  

７  こ れ ら の 表 に 定 め の な い 種 類 の 広 告 物 等 に 係 る 基 準 に つ い て は 、 こ れ ら の 表 に 定 め る 種 類 の

基 準 と の 均 衡 等 を 考 慮 し て 市 長 が 別 に 定 め る 。  

 

(３ ) 特別区域の変 更に伴う広 告物の 規格等 の経過 措置  

ア  変更後 の新潟市 景観計画に より 前号に 定める規 格が施行 される日前 に、新 潟市屋

外 広告物条 例の規定 により許可 を受けて いる 広告物 等の規格 については、前号に 定

め る規格に かかわら ず、当該許可 の期 間が満 了する までの間（当該広告物 等のう ち

改 修、移転又 は除却 が容易でな いと市 長が認 める広 告物等の 規格につい ては、当 分

の 間）、な お従前 の例 による 。ただ し、 当該許 可を 受け てい る広告 物等 につ いて 同

条 例第 4 条第 1 項に規定する 変更又 は改造 の許可 を受けよ うとする場 合は、こ の

限 りでない 。  

イ  変 更 後 の 新 潟 市 景 観 計 画 に よ り 前 号 に 定 め る 規 格 が 施 行 さ れ る 日 前 に 適 法 に 表

示 され 、又は 設置さ れて いる広 告物 等（ アに規 定す るも のを 除く。） の規格 につ い

て は、前号 に定める 規格にかか わらず、 当分 の間、 なお従前 の例による 。ただし 、

当 該広 告物等 の変更 又は 改造（ 同条 例施 行規則第 8 条に 規 定する 軽微 な変 更又 は

改 造を除く 。）を し ようとする 場合は、 この限り でない 。  
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凡例  

対象区域  

東堀・西堀 ・古町 通ゾー

新道 ゾーン  
(新道の道路 中心線よ り 2 0m)  



1 

新潟市景観条例 一部改正（案） 

 
１ 改正の理由  

古町花街地区を景観計画特別区域に設定することに伴い、新潟市景観条例の一部を改

正し、景観法に基づく届出などに関する規定を定めます。 

 
２ 改正案 

（１）景観条例第 7 条第 4 項に、景観法第 16 条第 1 項第 1 号から第 3 号までに定める行

為のほか、良好な景観の形成に支障を及ぼすおそれのある行為として、「道路か

ら見える木竹の植栽又は伐採」を届出の要する行為として定めます。 

 
 
 
 
  

資料４ 

４ 新潟市景観計画に定める特別区域のうち旧小澤家住宅周辺地区（以下「旧小澤

家住宅周辺地区」という。）及び古町花街地区における法第１６条第１項第４号

に規定する条例で定める行為は、道路から見える木竹の植栽又は伐採とする。 
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（２）景観条例第 8 条第 4 項及び第 5 項として、届出及び勧告等の適用除外となる行為

を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）景観条例第 9 条第 3 項に、変更命令ができる特定届出対象行為を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 古町花街地区の新道ゾーンにおける法第16条第７項第11号に規定する条例で

定める行為は、次に掲げるものとする。 

(１) 建築物の道路から見える外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又

は色彩の変更に該当しないもの 

(２)  建築物の道路から見える外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又

は色彩の変更で、当該変更部分が特定屋内広告物のみに係るもの 

(３) 工作物の道路から見える外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又

は色彩の変更に該当しないもの 

(４) 工作物の建設等で、景観形成上支障がないと市長が認める行為 

(５) 木竹の植栽又は伐採で、景観形成上支障がないと市長が認める行為 

(６) 法第16条第１項第３号に掲げる行為 

 

５ 古町花街地区の東堀・西堀・古町通ゾーンにおける法第16条第７項第11号に規

定する条例で定める行為は、次に掲げるものとする。 

(１) 建築物の道路から見える外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又

は色彩の変更に該当しないもの 

(２) 建築物の道路から見える外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又

は色彩の変更で、当該変更部分の面積の合計が10平方メートル未満のもの 

(３) 工作物の道路から見える外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又

は色彩の変更に該当しないもの 

(４) 工作物の道路から見える外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又

は色彩の変更で、当該変更部分の面積の合計が10平方メートル未満のもの 

(５) 工作物の建設等で、景観形成上支障がないと市長が認める行為 

(６) 木竹の植栽又は伐採で、景観形成上支障がないと市長が認める行為 

(７) 法第16条第１項第３号に掲げる行為 

３ 旧齋藤家別邸周辺地区及び旧小澤家住宅周辺地区並びに古町花街地区におけ

る法第17条第１項に規定する条例で定めるものは、次に掲げるものとする。 

(１) 建築物の新築、増築、改築又は移転 

(２) 建築物の道路から見える外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又

は色彩の変更 

(３) 工作物の新設、増築、改築又は移転 

(４) 工作物の道路から見える外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又

は色彩の変更 
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新潟市屋外広告物条例施行規則 一部改正（案） 

 
１ 改正の理由  

古町花街地区を景観計画特別区域に設定することに伴い、新潟市屋外広告物条例施行

規則の一部を改正し、自家用広告物及び管理用広告物に関する適用除外の規定を定めま

す。 

また、景観計画特別区域の広告物等の規格を、屋外広告物条例施行規則の告示による

ものから、景観計画の屋外広告物の表示及び屋外広告物を掲出する物件の設置に関する

行為の制限に関する事項に定めるものに変更するための規定を改正します。 

 
２ 改正案 

（１）屋外広告物条例施行規則第 4 条を改正し、提灯の許可の期間を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）屋外広告物条例施行規則第 10 条を改正し、新潟市景観計画特別区域における広告

物等の規格を屋外広告物条例施行規則の告示によるものから、景観計画の屋外広

告物の表示及び屋外広告物を掲出する物件の設置に関する行為の制限に関する

事項に定めるものに変更します。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

  

資料５ 

（規格） 

第10条 条例第6条に規定する規格は、別表第1のとおりとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、景観法（平成16年法律第110号）に基づき定められ

た新潟市景観計画（平成19年新潟市告示第59号）における特別区域に係る条例第

６条に規定する規格は、同景観計画における屋外広告物の表示及び屋外広告物を

掲出する物件の設置に関する行為の制限に関する事項のとおりとする。 

３ 前２項の規定にかかわらず、次に掲げる場合の条例第６条に規定する規格は、

それぞれの定めによるものとする。 

(１) 法令又は条例若しくは規則に特別の定めがある場合 

(２) 市長が、公益上特別な事由があると認める規格による場合 

（許可の期間） 

第4条 条例第3条第4項に規定する許可の期間は、次に掲げる区分に応じ、それぞ

れの定めるところによる。 

２ はり札等、広告旗、立看板等、広告幕、アドバルーン及び提灯 3月以内 
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（３）許可申請が必要となる表示面積を変更するため、屋外広告物条例施行規則 別表第

２を改正し、古町花街地区 新道ゾーンにおける自家用広告物及び管理用広告物

に関する適用除外の基準を定めます。 

 
（適用除外） 

第10条 条例第10条第1項第4号、同条第2項第1号から第3号まで、同条第3項及び同

条第5項第1号に規定する基準は、別表第2のとおりとする。 

 

別表第２（第11条関係） 

(2) 条例第

10 条第 2 項

第 1 号に掲

げる広告物

等 

  条例第 7 条（禁止

地域）における基

準（新潟市景観計

画特別区域 古町

花街地区 新道ゾ

ーンを除く） 

条例第 7 条（禁止

地域）以外におけ

る基準（新潟市景

観計画特別区域 

古町花街地区 新

道ゾーンを除く） 

新潟市景観計画特別

区域 古町花街地区 

新道ゾーンにおける

基準 

表示個数（はり紙、は

り札等、広告旗及び立

看板等（以下「簡易広

告物」という。）に係

るものを除く。） 

1 営業所等につき 3

個以内 

1 営業所等につき 5

個以内 

1 営業所等につき 5

個以内 

表示個数（簡易広告物

に係るものに限る。） 

1 営業所等につき

10 個以内 

1 営業所等につき

10 個以内 

1 営業所等につき 10

個以内 

表示面積（簡易広告物

に係るものを除く。） 

合計 10 平方メート

ル以内 

合計 10 平方メート

ル以内 

合計 1 平方メートル

以内 

道 路 へ の 突 出

幅 

1 メートル以内 1 メートル以内 1 メートル以内 

その他 ア けい光塗料又

は反射塗料を使

用しないこと。 

イ 表示場所は屋

上以外であるこ

と。 

けい光塗料又は反

射塗料を使用しな

いこと。 

けい光塗料又は反射

塗料を使用しないこ

と。 

(3) 条例第

10 条第 2 項

第 2 号に掲

げる広告物

等 

 新潟市景観計画特別区域 

古町花街地区 新道ゾーン

以外における基準 

新潟市景観計画特別区域 古

町花街地区 新道ゾーンにお

ける基準 

表示個数 1 団の土地又は 1 物件につき

2 個以内 

1 団の土地又は 1 物件につき 2

個以内 

表示面積 合計 10 平方メートル以内 合計 1 平方メートル以内 

その他 けい光塗料又は反射塗料を

使用しないこと。 

けい光塗料又は反射塗料を使

用しないこと。 

 


